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に

は

じ

め

に

第
一
節
移
植
医
療
制
度
改
革
の
背
景

第
一
一
節
移
植
臓
器
の
配
分
を
め
ぐ
る
二
つ
の
見
解

第
三
節
移
植
医
療
行
政
の
強
化
案
と
そ
の
反
応

第
四
節
連
邦
議
会
に
よ
る
移
植
医
療
問
題
の
処
理

む
す
び
に
か
え
て

(
l
)
 

二
0
0
0
年
三
月
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
、
移
植
医
療
制
度
改
革
を
進
め
る
た
め
の
行
政
規
則
を
施
行
し
た
。
こ
の
規
則
は
、
移
植
医

や
臓
器
斡
旋
機
関
の
裁
量
権
を
制
約
す
る
も
の
で
あ
り
、

来
、
本
法
に
基
づ
い
て
行
政
部
が
移
植
医
療
に
対
し
て
規
制
的
措
置
を
と
っ
た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。
移
植
臓
器
が
慢
性
的
に

一
九
八
四
年
に
全
米
臓
器
移
植
法
（
以
下
、
八
四
年
移
植
法
）
が
成
立
し
て
以

不
足
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
で
は
、
移
植
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
重
症
患
者
に
臓
器
を
割
当
て
る
作
業
は
、
彼
ら
の
生
死
に
強
く
影
響
す
る
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三
四

(3) 

た
め
に
、
単
に
医
療
技
術
上
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
命
倫
理
上
の
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
。
日
常
的
に
こ
う
し
た
決
定
を
し

(
4
)
 

て
き
た
の
は
移
植
医
療
に
従
事
す
る
専
門
家
た
ち
で
あ
り
、
彼
ら
は
移
植
関
連
法
案
の
制
定
に
も
強
い
影
響
力
を
発
揮
し
て
き
た
。
そ
れ

は
彼
ら
が
こ
の
領
域
で
技
術
と
専
門
知
識
を
独
占
し
、
官
僚
組
織
や
他
の
社
会
集
団
の
追
随
を
許
さ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
行
政
規
則
の
施
行
に
よ
り
、
専
門
家
た
ち
は
連
邦
政
府
の
定
め
る
臓
器
配
分
方
法
に
従
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
移
植
医
療
制
度
と
は
、
臓
器
の
調
達
お
よ
び
配
分
に
関
す
る
制
度
全
体
を
意
味
す
る
。

そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
臓
器
受
容
者
の
選
択
、
す
な
わ
ち
臓
器
の
配
分
に
連
邦
政
府
が
介
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
本
稿
に
お
け
る
著
者
の
関
心
の
―
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
日
本
に
お
け
る
脳
死
・
移
植
医
療
問
題
に
つ
い
て
は
、

(5) 

国
会
が
政
治
的
決
定
の
場
と
し
て
大
き
く
機
能
し
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
移
植
臓
器
配
分
問
題
に
つ
い
て
は
、
行
政

レ
ベ
ル
で
の
決
定
に
よ
っ
て
、
規
制
的
な
性
格
の
強
い
政
策
が
実
施
さ
れ
た
と
い
う
事
実
に
着
目
し
た
い
。
確
か
に
、
認
識
さ
れ
た
「
問

題
」
の
違
い
が
、
こ
う
し
た
決
定
の
レ
ベ
ル
の
違
い
を
生
み
出
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
脳
死
の
判
定
も
、
臓
器
の
配
分
も
、
移
植
医
療

を
構
成
す
る
要
素
で
は
あ
る
が
、
前
者
が
潜
在
的
な
臓
器
提
供
者
の
生
死
を
、
後
者
が
潜
在
的
な
臓
器
受
容
者
の
生
死
を
問
題
に
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
移
植
医
療
は
、
臓
器
供
給
者
と
い
う
善
意
の
第
三
者
の
存
在
が
不
可
欠
だ
し
、
そ
の
高
額
な
医
療
費
は
、
多
く
が
政

府
や
民
間
の
医
療
保
険
会
社
の
支
払
い
に
依
存
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合
、
連
邦
政
府
の
医
療
保
険
で
あ
る
メ
デ
ィ
ケ
ア
・
メ
デ
ィ

ケ
イ
ド
か
ら
約
十
六
億
ド
ル
を
年
間
に
支
出
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
社
会
の
広
範
な
支
援
や
協
力
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
成
立
す
る
こ
の
医

療
に
は
、
社
会
か
ら
信
頼
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
臓
器
の
供
給
と
配
分
、
そ
の
両
方
に
お
い
て
公
正
さ
が
失
わ
れ
る
こ

(
7
)
 

と
は
、
こ
の
医
療
の
存
立
基
盤
を
揺
が
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
両
国
と
も
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
一
般
に
代
表
制
に
基
づ
く
会
議
シ
ス
テ
ム
は
、
構
成
員
の
合
意
と
協
力
を
調
達
し
、
集
合
的
拘
束
力
を
も
つ
権
威
的
決
定
を

関
法

（
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五

生
み
出
す
装
置
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
移
植
医
療
の
性
質
を
考
え
る
と
、
議
会
の
決
定
に
よ
っ
て
、
広
範
な
社
会
構
成
員
の

合
意
と
協
力
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
移
植
医
療
制
度
を
変
更
す
る
上
で
考
慮
す
べ
き
、
重
要
な
政
策
決
定
の
手
続
き
の
―
つ
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
連
邦
議
会
は
、
八
四
年
移
植
法
の
成
立
以
降
、
数
度
に
わ
た
り
移
植
医
療
制
度
の
改
革
を
実
施
し
て
き
た
し
、
ク

リ
ン
ト
ン
政
権
が
行
政
規
則
の
作
成
に
動
く
以
前
か
ら
、
臓
器
の
配
分
問
題
に
関
心
を
寄
せ
て
き
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
邦
議

一
九
九
0
年
代
の
移
植
医
療
の
政
策
過
程
に
お
い
て
、
大
統
領
に
そ
の
主
導
権
を
奪
わ
れ
る
結
果
と
な
り
、
前
述
し
た
よ
う
な
役

近
年
、
科
学
技
術
の
進
歩
や
人
々
の
意
識
の
変
化
に
と
も
な
い
、
医
療
に
関
す
る
問
題
が
、
公
共
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
と
は
い
え
、
社
会
の
ど
の
レ
ベ
ル
で
こ
う
し
た
公
共
問
題
を
検
討
し
、
集
合
的
決
定
を
行
う
の
か
、
ま
だ
十
分
に
研

究
さ
れ
て
は
来
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
連
邦
政
府
が
ヒ
ト
・
ク
ロ
ー
ン
の
研
究
に
対
す
る
予
算
措
置
を
打
ち
切
っ
た
よ
う

に
、
最
近
の
傾
向
と
し
て
、
こ
の
種
の
問
題
が
発
生
し
た
場
合
、
比
較
的
早
い
段
階
か
ら
政
府
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
こ
れ
は
、
直
接
的
に
は
、
医
療
技
術
の
開
発
や
そ
の
利
用
が
、
研
究
費
や
医
療
保
険
と
い
っ
た
か
た
ち
で
連
邦
政
府
の
予
算
に
依

(10) 

存
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
と
も
政
府
は
迅
速
な
対
応
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う

し
、
こ
の
種
の
問
題
に
関
す
る
政
府
レ
ベ
ル
で
の
政
策
決
定
に
つ
い
て
も
焦
点
を
当
て
て
い
く
必
要
性
が
高
ま
る
で
あ
ろ
う
。
著
者
は
、

前
述
し
た
理
由
か
ら
議
会
の
役
割
に
期
待
す
る
が
、
本
稿
で
は
、
移
植
医
療
制
度
改
革
を
め
ぐ
る
議
会
と
大
統
領
の
主
導
権
獲
得
競
争
に

着
目
し
、
議
会
が
立
法
化
に
よ
る
改
革
に
失
敗
し
た
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
う
し
た
分
析
は
、
こ
の
種
の
公
共
問
題
の
解
決
の
た
め

の
、
政
策
的
デ
ザ
イ
ン
を
描
く
う
え
で
の
手
が
か
り
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
は
、
次
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
移
植
臓
器
の
配
分
が
公
共
問
題
と
し
て
認
知
さ
れ
、
移
植
医
療
制
度
改
革
が
必

割
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

会
は
、

（
五
一
二
七
）



第
一
節

移
植
医
療
制
度
改
革
の
背
景

第
五
二
巻
三
号

（
五
三
八
）

要
と
さ
れ
た
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
臓
器
に
対
す
る
需
要
の
増
大
の
も
と
で
、
移
植
医
療
制
度
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は

徐
々
に
低
下
す
る
。
公
平
な
臓
器
配
分
、
特
に
地
域
格
差
が
問
題
と
な
る
な
か
で
、
議
会
主
導
で
八
四
年
に
制
定
さ
れ
た
移
植
医
療
制
度

は
、
移
植
医
療
界
と
厚
生
省
の
見
解
の
相
違
を
調
整
で
き
ず
に
、
そ
の
ま
ま
問
題
が
放
置
さ
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
次
に
、
臓
器
配
分

に
関
す
る
二
つ
の
見
解
を
紹
介
す
る
。
そ
れ
は
、
移
植
臓
器
を
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ソ
ー
ス
と
す
る
見
解
と
ロ
ー
カ
ル
・
リ
ソ
ー
ス
と
す
る

見
解
で
あ
る
。
前
者
は
八
四
年
全
米
臓
器
移
植
法
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
特
別
委
員
会
の
そ
れ
で
あ
り
、
後
者
は
九

0
年
代
は
じ
め
に

移
植
医
療
界
を
中
心
に
ま
と
め
ら
れ
た
そ
れ
で
あ
る
。
前
者
の
担
い
手
は
長
期
に
わ
た
り
不
在
で
あ
っ
た
が
、
後
に
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統

領
が
、
こ
れ
を
採
用
し
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
移
植
医
療
制
度
改
革
に
着
手
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
改
革
案
は
、

従
来
の
臓
器
の
配
分
方
法
を
大
き
く
変
更
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
移
植
医
療
界
以
外
に
も
そ
の
波
紋
を
広
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
分

析
の
中
心
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
改
革
案
に
対
す
る
連
邦
議
会
や
議
員
た
ち
の
行
動
に
つ
い
て
で
あ
る
。
連
邦
議
会
は
、
ク
リ
ン
ト
ン

政
権
の
行
政
規
則
に
よ
っ
て
生
じ
た
各
集
団
の
利
害
の
調
整
の
場
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
九

0
年
代
の
連
邦
議
会
は
、
法
案
審
議
の
停
滞
に
陥
り
、
こ
れ
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
分
析
を
も
と
に
、
連

邦
議
会
が
意
見
集
約
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
要
因
に
つ
い
て
検
討
が
加
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
際
移
植
医
療
制
度
が
規
定
し
て

き
た
行
政
組
織
と
移
植
医
療
界
の
関
係
及
び
専
門
知
識
の
分
布
状
況
が
議
員
行
動
に
与
え
る
影
響
に
着
目
す
る
。

移
植
臓
器
の
需
要
と
供
給
関
係

移
植
臓
器
の
配
分
が
公
共
問
題
と
し
て
認
知
さ
れ
、
移
植
医
療
制
度
改
革
が
必
要
と
さ
れ
た
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
移
植
臓

関
法
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表 1 待機リスト掲載患者数 (1990-99年）

「アメリカにおける移植医療制度改革と連邦議会」

臓器の種類
年

腎臓 肝臓 心臓

1990 17,883 1,237 1,788 

1991 19,352 1,676 2,267 

1992 22,376 2,323 2,690 

1993 24,973 2,997 2,834 

1994 27,498 4,059 2,933 

1995 31,149 5,701 3,468 

1996 34,646 7,480 3,700 

1997 38,270 9,647 3,899 

1998 42,392 12,070 4,185 

1999 46,489 14,710 4,121 

資料出所： OPTN/UNOS, 「移植受容者及び

OPTN科学登録簿に関する年次報告書」

(2000年）。
注：ここに示された数値は，各年の12月末の

時点で待機患者リストに掲載された人数を

示している。

一七

一
九
九
九
年
の
時
点
で
、
肝
移
植
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
八

要
因
の
―
つ
で
あ
る
。

て
み
る
と
、

一
九
八
0
年
代
初
め
、

ア
メ
リ
カ
移
植
外

科
医
学
会
の
会
員
数
は
一
―

1
0
0
人
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
十
年

(13) 

後
に
は
約
二
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
移
植
医
療
施
設
の
数
に
つ
い

（
五
三
九
）

加
も
移
植
医
療
の
ア
ク
セ
ス
を
改
善
し
、
患
者
数
を
増
加
さ
せ
る

し
て
い
っ
た
。
ま
た
移
植
医
療
を
実
施
す
る
医
師
や
病
院
数
の
増

ア
や
民
間
の
医
療
保
険
会
社
が
、
段
階
的
に
保
険
給
付
の
対
象
と

他
の
臓
器
に
つ
い
て
も
、

一
九
八
0
年
代
中
ご
ろ
か
ら
メ
デ
ィ
ケ

人
工
透
析
や
腎
移
植
に
か
か
る
全
費
用
を
支
払
っ
て
お
り
、
そ
の

（
い
わ
ゆ
る
移
植
待
機
者
リ
ス
ト
）
に
登
録
さ
れ
て
い
る
患
者
数
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
数
値
は
、
「
前
年
―
二
月
末

の
待
機
患
者
数
」
に
「
そ
の
年
の
追
加
患
者
数
」
を
合
計
し
た
値
か
ら
、
「
移
植
治
療
を
受
け
た
患
者
数
」
、
「
待
機
患
者
リ
ス
ト
に
掲
載

さ
れ
な
が
ら
死
亡
し
た
患
者
数
」
、
「
そ
の
他
の
理
由
で
リ
ス
ト
か
ら
削
除
さ
れ
た
患
者
数
」
を
引
い
た
値
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
増

加
率
が
も
っ
と
も
高
い
の
は
肝
移
植
を
待
つ
患
者
に
つ
い
て
で
あ
り
、
こ
こ
一

0
年
間
で
十
一
倍
以
上
の
伸
び
を
示
し
て
い
る
。

(12) 

こ
れ
は
、
移
植
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
、
ま
た
こ
の
医
療
の
信
頼
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
臓
器
移
植
は
、

近
年
、
多
く
の
健
康
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
給
付
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
連
邦
政
府
は
、

す
る
公
的
医
療
保
険
制
度
）

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

器
の
需
給
関
係
の
悪
化
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
表
1
は、

メ
デ
ィ
ケ
ア

（
高
齢
者
を
主
と
し
て
対
象
と

の
一
部
と
し
て
一
九
七
二
年
に
創
設
さ
れ
た
「
末
期
腎
疾
患
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
っ
て
、
年
齢
に
関
係
な
く

一
九
九

0
年
以
降
の
各
年
―
二
月
末
に
、
移
植
臓
器
を
割
当
て
る
た
め



三
八
、

一
六
八
、

二
倍
か
ら
一
・
六
倍
以
上
増
加
し
て
い
る
。
な
お
、

認
を
受
け
て
い
る
。

表2 死体からの提供臓器個数 (1990-99年）
（単位：個）

臓器の種類
年

腎臓 肝臓 心臓

1990 8,549 2,868 2,167 

1991 8,479 3,165 2,198 

1992 8,501 3,334 2,246 

1993 9,163 3,764 2,442 

1994 9,531 4,094 2,526 

1995 9,923 4,324 2,495 

1996 10,020 4,462 2,474 

1997 10,087 4,600 2,425 

1998 10,607 4,846 2,449 

1999 10,710 4,954 2,316 

資料出所： OPTN/UNOS, 「移植受容者及び

OPTN科学登録簿に関する年次報告書」

(2000年）。

表3 平均待機時間 (1990-99年）
（単位：日）

一
九
八
三
年
に
食
品
医
薬
品
局
に
よ
っ
て
正
式
承

一年または五年

臓器の種類
年

腎臓 肝臓 心臓

1990 380 43 176 

1991 441 65 198 

1992 515 101 240 

1993 580 139 196 

1994 724 158 163 

1995 865 237 189 

1996 972 343 195 

1997 1,099 439 182 

1998 ＋ 517 209 

1999 ＋ ＋ 206 

関
法

第
五
二
巻
三
号

生
存
率
が
向
上
し
、
移
植
医
療
の
信
頼
性
は
高
ま
っ
て
い
た
。
な
お
、
こ
の
新
薬
は
、

八

（
五
四
0
)

五
施
設
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
三
六
施
設
は
九
0
年
代
に
な
っ
て
新
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
背
景
に
は
、
医
療
技
術
の
革

新
が
あ
る
。
拒
絶
反
応
の
抑
制
し
、
術
後
の
患
者
の
管
理
を
容
易
に
す
る
、
新
薬
「
シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
」
の
登
場
で
、

だ
が
、
実
際
に
臓
器
を
割
当
て
ら
れ
、
移
植
手
術
を
受
け
る
患
者
の
数
は
そ
れ
ほ
ど
増
え
て
い
な
い
。
表
2
は
、
死
体
か
ら
の
提
供
臓

器
数
を
、
腎
臓
、
肝
臓
、
心
臓
と
い
っ
た
臓
器
の
種
類
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ど
の
臓
器
も
こ
の
十
年
間
で
一
・

一
九
八
三
年
に
実
施
さ
れ
た
腎
移
植
、
肝
移
植
、
心
移
植
の
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
六
一

一
七
二
症
例
で
あ
っ
た
の
で
、
確
か
に
、
臓
器
調
達
能
力
は
向
上
し
て
い
る
と
い
え
る
。
だ
が
、
臓
器
の
供
給
能
力
は

資料出所： OPTN/UNOS, 「移植受容者及び

OPTN科学登録簿に関する年次報告書」

(2000年）。

注：＋はデータなし。



「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
移
植
医
療
制
度
改
革
と
連
邦
議
会
」

が
増
加
し
な
い
大
き
な
要
因
と
し
て
、

て
み
る
こ
と
に
す
る
。

移
植
臓
器
の
需
要
に
見
合
っ
た
も
の
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
表
3
は
、
移
植
希
望
者
が
、
待
機
者
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
、
実
際
に
移
植
が

割
当
て
ら
れ
る
ま
で
の
時
間
の
平
均
値
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
九

0
年
代
初
め
と
比
較
し
て
、
近
年
で
は
待
機
時
間
は
、

ら
一
三
倍
ち
か
く
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
腎
臓
で
約
三
年
以
上
、
肝
臓
、
約
一
年
三
ヶ
月
、
心
臓
で
約
半
年
と
な
っ
て
い
る
。
人
工
臓

意
味
し
て
お
り
、
こ
の
事
態
は
、

臓
器
斡
旋
機
関
と
臓
器
斡
旋
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

一九

器
に
よ
る
補
助
が
困
難
な
心
臓
や
肝
臓
の
移
植
に
関
す
る
平
均
待
機
時
間
の
上
昇
は
、
移
植
を
待
ち
な
が
ら
死
亡
す
る
患
者
数
の
増
加
を

(14) 

マ
ス
コ
ミ
な
ど
を
通
じ
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
何
も
対
策
が
と
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
移
植
医
療
を
推
進
し
、
臓
器
提
供
を
啓
発
す
る
活
動

(15) 

は
、
医
療
界
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
レ
ベ
ル
、
企
業
レ
ベ
ル
、
そ
し
て
州
政
府
や
連
邦
政
府
に
よ
っ
て
も
、
実
施
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
こ

こ
で
は
、
移
植
医
療
制
度
の
中
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
、
臓
器
斡
旋
機
関
と
臓
器
斡
旋
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
役
割
に
つ
い

「
移
植
用
死
体
臓
器
の
必
要
性
」
を
強
調
し
た
統
一
死
体
提
供
法
(
-
九
六
八
年
作
成
）
は
、
各
州
政
府
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
同
内
容
の
も

の
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
移
植
用
臓
器
を
提
供
す
る
た
め
の
法
的
枠
組
と
な
っ
て
い
る
。
提
供
者
の
自
発
的
意
思
の
尊
重
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

(16) 

ア
精
神
と
選
択
の
自
由
を
軸
と
す
る
臓
器
提
供
方
法
は
、
米
国
社
会
の
社
会
的
価
値
と
の
親
和
性
も
高
い
と
さ
れ
、
世
論
調
査
の
上
で
は
、

現
行
の
臓
器
提
供
制
度
に
対
す
る
評
価
も
高
く
、
臓
器
提
供
の
意
思
を
持
つ
人
の
数
も
多
い
。
そ
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
提
供
臓
器

(17) 

一
般
病
院
の
医
師
や
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
能
力
が
問
題
に
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
八
四
年

移
植
法
は
こ
う
し
た
背
景
か
ら
誕
生
し
た
法
律
で
も
あ
り
、
連
邦
政
府
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
者
」
と
は
異
な
る
立

(2) 

（
五
四
一
）

一
・
ニ
倍
か



第
五
二
巻
一
二
号

場
か
ら
、
民
間
レ
ベ
ル
で
発
達
し
た
移
植
医
療
制
度
に
介
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
五
四
二
）

移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
臓
器
調
達
や
配
分
を
主
要
な
業
務
と
す
る
臓
器
斡
旋
機
関

(
O
r
g
a
n
P
r
o
c
u
r
e
m
e
n
t
 O
r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n
)
 

に
所
属
し
て
い
る
。
連
邦
政
府
は
、
七

0
年
代
に
高
コ
ス
ト
の
人
工
透
析
の
代
替
手
段
と
し
て
腎
移
植
を
推
進
し
、
臓
器
調
達
に
必
要
な

諸
経
費
に
つ
い
て
も
保
険
給
付
の
対
象
と
し
た
こ
と
も
あ
り
、
移
植
実
施
病
院
に
附
属
す
る
形
で
、
こ
う
し
た
組
織
が
新
設
さ
れ
た
。
現

在
で
は
、
病
院
か
ら
独
立
し
て
事
業
を
行
う
非
営
利
の
臓
器
斡
旋
機
関
も
あ
る
。
臓
器
斡
旋
機
関
は
、
保
健
社
会
福
祉
省
（
以
下
、
厚
生

省
）
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
一
定
の
サ
ー
ピ
ス
地
域
を
も
ち
、
域
内
の
一
般
病
院
な
ど
で
発
見
さ
れ
た
潜
在
的
な
ド
ナ
ー
か
ら
、
生
前
に

(18) 

示
さ
れ
た
臓
器
提
供
の
意
思
も
し
く
は
家
族
の
同
意
に
基
づ
い
て
臓
器
を
摘
出
し
、
配
分
す
る
機
能
を
持
っ
て
い
る
。
な
お
、
臓
器
の
割

当
に
つ
い
て
は
、
医
学
的
規
準
と
と
も
に
、
臓
器
摘
出
地
に
い
る
移
植
希
望
患
者
に
優
先
し
て
配
分
す
る
方
式
（
以
下
、
ロ
ー
カ
ル
・

フ
ァ
ー
ス
ト
制
）
が
長
年
採
用
さ
れ
て
き
た
。
提
供
さ
れ
た
臓
器
は
、
移
植
手
術
の
結
果
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
も
適
合
性
の
高
い
患
者

に
割
当
て
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
該
当
者
が
い
な
い
場
合
、
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
効
率
的
な
臓
器
配
分
の
必
要

性
か
ら
、
ロ
ー
カ
ル
・
フ
ァ
ー
ス
ト
制
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
移
植
実
施
病
院
や
臓
器
斡
旋
機
関
の
協
力
に
よ
り
地
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
も
ほ
ぼ
同
時
に
進
め
ら
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
に
置
か
れ
た
「
全
米
臓
器
配
分
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
以
下
、

U
N
o
s
)
」
は
、
非
営
利
の
慈
善
団
体
と
し
て
、
米
国
南
東
部
地
域
の
臓
器
斡

八
四
年
移
植
法
に
定
め
ら
れ
た
移
植
医
療
政
策
は
、
移
植
医
療
制
度
に
「
合
理
性
と
公
平
性
」
を
与
え
る
保
健
政
策
で
あ
り
、
移
植
用

(19) 

臓
器
の
売
買
を
違
法
と
す
る
規
制
に
よ
っ
て
、
自
発
的
な
臓
器
提
供
方
法
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
「
民
間
部
門

の
中
で
、
臓
器
斡
旋
機
関
は
実
質
的
か
つ
効
果
的
に
貢
献
で
き
る
」
、
「
全
国
的
な
調
整
の
努
力
は
、
連
邦
政
府
お
よ
び
本
法
に
よ
っ
て
奨

旋
を
支
援
し
て
い
た
。

(
U
n
i
t
e
d
 N
e
t
w
o
r
k
 for O
r
g
a
n
 S
h
a
r
i
n
g
)
 

関
法

四
〇



「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
移
植
医
療
制
度
改
革
と
連
邦
議
会
」

連
邦
議
会
は
、

組
織
適
合
検
査
所
（
六
0
機
関
）
な
ど
で
あ
る
。

J

の
O
P
T
N
の
運
営
は
、

四

励
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
よ
り
も
民
間
部
門
に
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
、
連
邦
議
会
は
、
医
師
や

医
療
機
関
の
裁
量
権
を
広
く
認
め
た
。
具
体
的
に
は
、
各
地
域
に
置
か
れ
て
き
た
臓
器
斡
旋
機
関
に
対
し
て
は
、
臓
器
調
達
能
力
の
強
化

と
公
平
な
臓
器
配
分
に
対
す
る
誘
因
を
与
え
る
手
段
と
し
て
補
助
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
、
ま
た
全
国
的
な
移
植
臓
器
の
配
分
を
促

進
す
る
制
度
と
し
て
、
「
臓
器
斡
旋
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(Organ
Procurement Transplant Network) 
(
以
下
、

O
P
T
N
)
」
が

新
設
さ
れ
、
非
市
場
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
移
植
医
療
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
が
目
指
さ
れ
た
。

O
P
T
N
の
運
営
は
、
連
邦
政
府

と
の
契
約
に
基
づ
い
て
非
営
利
の
民
間
団
体
に
依
託
さ
れ
、
そ
の
理
事
会
が
活
動
方
針
に
つ
い
て
も
決
定
権
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
八

四
年
移
植
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
O
P
T
N
の
主
た
る
活
動
内
容
は
、
「
潜
在
的
な
臓
器
受
容
者
の
全
国
的
な
リ
ス
ト
の
創
設
」
、
「
医
学

的
規
準
に
基
づ
く
臓
器
の
照
合
と
配
分
の
シ
ス
テ
ム
」
、
「
提
供
臓
器
の
摘
出
お
よ
び
移
送
の
質
的
規
準
の
採
用
と
利
用
」
、
そ
し
て
地
方

の
臓
器
斡
旋
機
関
が
配
置
す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
臓
器
の
配
分
を
支
援
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
。

一
九
八
六
年
以
来
、

U
N
O
S
が
行
っ
て
い
る
。

U
N
O
S
の
職
員
数
は
約
一
四
0
人
で
あ
り
、
理
事
会

は
、
医
師
、
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
移
植
病
院
、
任
意
の
保
健
機
関
の
代
表
者
、
そ
の
他
に
非
自
然
科
学
系
の
専
門
家
、
臓
器
提
供

者
の
家
族
や
移
植
経
験
者
な
ど
四
0
名
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
な
お
医
療
従
事
者
が
理
事
の
半
数
以
上
を
占
め
る
。
さ
ら
に

U
N
o
s

は
、
デ
ー
タ
諮
問
委
員
会
、
倫
理
委
員
会
、
臓
器
ご
と
置
か
れ
る
専
門
委
員
会
な
ど
十
四
の
委
員
会
を
持
っ
て
い
る
。

O
P
T
N
の
構
成

員
は
、
地
方
に
点
在
す
る
臓
器
斡
旋
機
関
（
五
九
機
関
）
、
八
六
八
の
移
植
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
移
植
実
施
病
院
（
二
五
五
施
設
）
、

一
九
九
五
年
の
収
入
源
は
、
連
邦
政
府
と
の
契
約
金
（
二
六
0
万
ド
ル
）
と
待
機
リ
ス

(20) 

ト
の
登
録
料
収
入
（
患
者
一
人
あ
た
り
の
登
録
料
は
約
―
―

1
0
0
ド
ル
）
な
ど
で
あ
る
。

(21) 

一
九
八
六
年
に
社
会
保
障
法
を
改
正
し
O
P
T
N
の
強
化
を
図
っ
た
。
移
植
実
施
病
院
は
、
メ
デ
ィ
ケ
ア
、
メ
デ
ィ
ケ

（五四一＿一）



第
五
二
巻
一
二
号

イ
ド
に
よ
る
医
療
費
給
付
条
件
と
し
て
、

四
二
（
五
四
四
）

(22) 

O
P
T
N
へ
の
加
入
お
よ
び
規
則
及
び
条
件
の
遵
守
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
に
違
反
し

(23) 

た
場
合
は
、
公
的
医
療
保
険
の
指
定
病
院
か
ら
除
名
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
、
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
臓
器
斡
旋
機
関
は
、
サ
ー
ビ
ス
の

質
も
し
く
は
能
力
、
調
達
さ
れ
る
臓
器
の
量
に
関
し
て
、
厚
生
省
医
療
財
務
局

(
H
e
a
l
t
h
C
a
r
e
 F
u
n
d
i
n
g
 A
g
e
n
c
y
)

が
設
定
す
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
基
準
に
し
た
が
っ
て
、
承
認
を
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
臓
器
配
分
等
に
つ
い
て
は
O
P
T
N
が
設
定
す
る
方
針
を
遵

(24)

（

25) 

守
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
続
い
て
、
連
邦
議
会
は
、
八
八
年
移
植
法
に
お
い
て
、
臓
器
配
分
の
公
正
さ
の
確
保
を
意
識
し
な
が
ら
、

0
p

T
N
に
対
し
て
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
設
定
お
よ
び
そ
の
基
準
の
一
般
公
開
を
命
じ
た
。
と
は
い
え
、
民
間
の
非
営
利
団
体
に
強
い
権
限
を

付
与
す
る
こ
と
へ
の
警
戒
感
か
ら
、
連
邦
議
会
は
0
p
T
N
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
に
関
し
て
「
広
範
か
つ
包
括
的
な
」
規
準
を
設
定
す
る

(26) 

こ
と
を
求
め
た
。

こ
れ
に
と
も
な
い
臓
器
配
分
に
関
す
る
O
P
T
N
の
役
割
も
変
更
さ
れ
た
。
八
四
年
移
植
法
で
は
「
地
方
の
臓
器
斡
旋
機
関
が
配
分
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
、
臓
器
の
配
分
の
支
援
」
を
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
議
会
は
、
八
八
年
移
植
法
に
お
い
て
、
こ
れ
を

「
患
者
間
の
適
切
な
配
分
規
準
に
対
す
る
重
大
な
疑
問
に
関
係
す
る
、
い
か
な
る
法
的
な
バ
イ
ア
ス
を
も
削
除
す
る
た
め
」
と
し
て
、
こ

(27) 

の
文
言
を
削
除
し
た
。
ま
た
臓
器
斡
旋
機
関
と
病
院
と
の
親
密
な
関
係
に
は
懐
疑
的
で
あ
っ
た
連
邦
議
会
は
、
臓
器
配
分
の
規
準
の
設
定

を
O
P
T
N
に
命
じ
た
。
臓
器
斡
旋
機
関
は
、
八
四
年
移
植
法
に
よ
り
「
医
学
的
規
準
」
に
基
づ
い
て
患
者
や
移
植
実
施
病
院
に
公
平
に

臓
器
を
配
分
す
る
責
務
を
も
つ
と
さ
れ
た
が
、
移
植
実
施
病
院
の
附
属
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
た
め
に
「
特
定
の

移
植
施
設
の
患
者
を
偏
愛
す
る
立
場
」
に
あ
る
か
も
し
れ
ず
、
特
定
の
移
植
実
施
病
院
の
患
者
が
臓
器
斡
旋
機
関
か
ら
優
遇
さ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
と
議
会
は
感
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
「
移
植
実
施
病
院
及
び
患
者
に
公
平
に
臓
器
を
配
分
す
る
」
と
し
た
条
文
の
う
ち
、
「
移
植

(28) 

実
施
病
院
」
に
か
か
る
文
言
を
削
除
し
、
患
者
に
対
し
て
の
み
、
臓
器
を
公
平
に
配
分
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
さ
ら
に
九

0
年
移
植
法
で

関
法



億
ド
ル

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
移
植
医
療
制
度
改
革
と
連
邦
議
会
」

は、

O
P
T
N
の
役
割
は
、
「
移
植
患
者
に
公
平
か
つ
全
国
的
に
臓
器
を
配
分
す
る
際
に
臓
器
斡
旋
機
関
を
支
援
す
る
」
も
の
と
さ
れ
た
。

そ
れ
は
「
公
平
か
つ
平
等
な
臓
器
の
共
有
化
は
、
公
衆
が
支
持
す
る
で
あ
ろ
う
全
国
的
な
移
植
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
将
来
に
決
定
的
に
重
要
で

(29) 

あ
る
」
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

行
政
機
関
の
役
割

こ
れ
ら
の
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
に

四一 「
移
植
医
療
課

(Division
of 

八
四
年
移
植
法
の
成
立
以
前
か
ら
、
厚
生
省
は
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
者
と
し
て
臓
器
斡
旋
機
関
を
指
導
し
、
臓
器
調
達
を
促
進
す

る
責
務
を
負
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
メ
デ
ィ
ケ
ア
・
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
を
所
管
す
る
医
療
財
務
局
が
、
年
齢
に
関
係
な
く
腎
移
植
患
者
に
対
し

て
医
療
費
を
支
払
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
省
内
に
移
植
医
療
を
専
門
に
担
当
す
る
部
局
は
な
く
、
臓
器
斡
旋
機
関
に
た
い

す
る
指
導
も
停
滞
気
味
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

て
の
ア
メ
リ
カ
人
の
、

厚
生
省
が
、
は
じ
め
て
移
植
医
療
を
専
門
に
扱
う
部
局
を
設
置
し
た
の
は
、
八
四
年
移
植
法
の
成
立
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
法

(30) 

律
を
所
管
し
た
の
は
健
康
資
源
サ
ー
ビ
ス
局

(Health
R
e
s
o
u
r
c
e
s
 a
n
d
 Services Administration)

で
あ
っ
た
。
同
局
は
、
「
す
べ

(31) 

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ヘ
の
完
全
な
ア
ク
セ
ス
及
び
保
健
格
差
の
解
消
」
を
目
的
と
し
て
い
る
。
同
局
の
予
算
は
、
六
十
二

(3) 

（二

0
0
一
会
計
年
度
）

で
、
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
対
象
者
は
、
無
保
険
者
、

ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
供
給
が
不
十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

H
I
V
キ
ャ
リ
ア
、
そ
し
て
七
万
人
の
臓
器
移
植
待
機
患
者
な
ど
で
あ
る
。
移
植
医
療
に
関
し
て
、
同
局
は
O
P
T
N
の
契
約
の
締
結
及

び
監
視
、
臓
器
提
供
の
増
加
を
図
る
た
め
の
補
助
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
、
臓
器
斡
旋
機
関
に
対
す
る
技
術
支
援
な
ど
を
行
う
。
局
内
の

移
植
関
連
予
算
は
三
百
万
ド
ル
程
度
で
あ
り
、

(32) 

Transplantation)
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
同
局
は
、
医
療
格
差
の
是
正
を
基
本
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
合
理
的
か
つ
公
平

（
五
四
五
）



第
五
二
巻
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号

な
保
健
政
策
」
を
定
め
た
移
植
法
の
趣
旨
と
の
親
和
性
も
高
い
と
い
え
る
。

一
連
の
移
植
法
の
改
正
を
見
る
限
り
、
連
邦
議
会
は
、
移
植
医
療
制
度
を
維
持
す
る
上
で
、
民
間
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
O
P
T
N
の

役
割
を
よ
り
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
実
際
、
厚
生
省
も
こ
れ
を
受
け
て
臓
器
移
植
を
実
施
す
る
公
的
保
険
指
定
病
院
及
び
指
定

(33) 

を
受
け
て
い
る
臓
器
斡
旋
機
関
は
、

O
P
T
N
の
規
則
及
び
諸
条
件
を
遵
守
す
る
よ
う
、
最
終
規
則
を
定
め
た
。
た
だ
、
メ
デ
ィ
ケ
ア
へ

の
参
加
を
認
定
す
る
の
は
、
そ
も
そ
も
政
府
の
権
限
で
あ
り
、
契
約
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
れ
を
一
民
間
団
体
に
事
実
上

(34) 

付
与
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
法
的
に
も
問
題
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
官
僚
た
ち
の
反
発
を
招
く
結
果
に
な
っ
た
。
厚
生
省
と

U
N

O
S
は、

O
P
T
N
の
政
策
、

メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
手
続
及
び
O
P
T
N
の
活
動
を
長
官
が
承
認
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
議
論

(35) 

を
重
ね
た
が
、
明
確
な
結
論
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
、
と
さ
れ
る
。

方
針
は
長
官
に
よ
っ
て
審
査
さ
れ
、
正
式
の
承
認
を
受
け
る
よ
う
に
定
め
、

O
P
T
N
の
い
か
な
る
規
則
、
条
件
、
方
針
も
、
厚
生
省
長

官
に
承
認
さ
れ
な
い
限
り
に
お
い
て
は
、
拘
束
的
な
「
規
則
も
し
く
は
条
件
」
と
は
さ
れ
な
い
、
と
し
足
。
つ
ま
り
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
下

の
厚
生
省
の
決
定
に
よ
っ
て
、

U
N
O
S
の
理
事
会
が
決
定
す
る
い
か
な
る
指
針
も
、
法
的
拘
束
力
の
な
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
な
っ
た
。

と
は
い
え
、
厚
生
省
内
に
も
政
策
執
行
の
た
め
の
障
害
が
あ
っ
た
。
九

0
年
の
移
植
法
改
正
法
案
委
員
会
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
臓
器
移

植
シ
ス
テ
ム
の
監
督
官
庁
で
あ
る
厚
生
省
が
、
策
定
さ
れ
た
臓
器
移
植
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
て
十
分
な
注
意
を
与
え
て
い
な
い
だ
け
で
な

く
、
省
内
の
三
つ
の
機
関
が
政
策
に
対
す
る
影
響
力
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
て
い
る
と
し
て
、
こ
れ
を
「
許
し
難
い
政
策
真
空
」
だ
と
非
難

(37) 

し
た
。
医
療
財
務
局
は
臓
器
斡
旋
機
関
に
、
保
健
サ
ー
ビ
ス
局
は
O
P
T
N
お
よ
び
移
植
法
に
た
い
し
て
そ
れ
ぞ
れ
管
轄
権
を
も
っ
て
い

た
。
議
会
は
、
保
健
サ
ー
ビ
ス
局
に
対
し
て
、
厚
生
省
長
官
補
佐
局

(
O
f
f
i
c
e
o
f
 A
s
s
i
s
t
a
n
t
 S
e
c
r
e
t
a
r
y
)
 
と
医
療
財
務
局
と
の
調
整
を

行
う
こ
と
を
要
請
し
「
厚
生
省
長
官
個
人
が
こ
の
問
題
に
関
心
を
示
し
、
少
な
く
と
も
官
僚
た
ち
の
争
い
を
解
決
す
る
よ
う
要
望
す
る
」

関
法

一
九
八
九
年
―
二
月
、
医
療
財
務
局
は
通
達
に
よ
っ
て
、

O
P
T
N
の

四
四
（
五
四
六
）



「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
移
植
医
療
制
度
改
革
と
連
邦
議
会
」

も
う
―
つ
は
九

0
年
代
に
U
N
O
S
が
作
成
し
た
指
針
で
あ
る
。

た
二
つ
の
見
解
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

移
植
臓
器
の
配
分
を
め
ぐ
る
二
つ
の
見
解

移
植
医
療
に
関
す
る
特
別
専
門
家
委
員
会
の
勧
告
I

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ソ
ー
ス
と
し
て
の
臓
器

四
五

厚
生
省
と
移
植
医
療
界
は
、
方
法
の
違
い
は
あ
れ
、
臓
器
の
配
分
方
法
を
統
一
化
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
。
臓
器
受
容
者
の
選
定

に
は
、
提
供
さ
れ
た
臓
器
の
医
学
的
デ
ー
タ
と
、
予
め
入
力
さ
れ
て
い
る
潜
在
的
な
移
植
受
容
者
の
医
学
的
デ
ー
タ
と
が
照
合
さ
れ
、
適

合
性
を
基
準
と
し
て
臓
器
の
割
当
順
位
が
決
定
さ
れ
る
。
一
般
に
、
移
植
待
機
リ
ス
ト
の
掲
載
や
提
供
臓
器
の
割
当
て
に
際
し
て
は
、
医

(39) 

師
の
裁
量
の
範
囲
が
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
、
と
さ
れ
る
。
移
植
チ
ー
ム
は
、
待
機
リ
ス
ト
ヘ
の
掲
載
を
判
定
す
る
た
め
に
「
移
植
の
必

要
性
」
と
術
後
の
生
存
可
能
性
及
び
処
置
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
便
益
を
測
定
す
る
「
禁
忌
」
を
検
討
す
る
。
そ
の
際
、
医
師
に
は
他
の

医
療
行
為
と
ほ
ぼ
同
等
の
規
制
が
存
在
す
る
の
み
で
、
医
師
に
は
裁
量
が
広
く
認
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
段
階
で
は
、
社
会
的
、
経
済
的

要
素
が
判
定
に
影
響
を
与
え
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
、
と
さ
れ
る
。
次
に
臓
器
の
配
分
（
割
当
）
に
つ
い
て
は
、
医
学
的
緊
急
性
（
患

者
の
病
状
の
程
度
）
と
医
学
的
便
益
（
移
植
手
術
成
功
の
可
能
性
）
と
い
う
二
つ
の
基
準
が
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
の
段
階
で
も
、
い
ず
れ

(40) 

の
基
準
を
重
視
す
る
か
は
専
門
家
の
間
で
も
バ
ラ
ッ
キ
が
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
厚
生
省
と
移
植
医
療
界
、
そ
し
て
移
植
医
療
界
の
内
部
に

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
違
い
か
ら
、
臓
器
配
分
方
法
に
つ
い
て
は
異
な
る
見
解
が
あ
っ
た
。
本
節
で
は
、
専
門
家
を
中
心
に
集
約
さ
れ

(1) 

第
二
節

―
つ
は
、
八

0
年
代
中
頃
に
連
邦
政
府
内
部
で
作
成
さ
れ
た
臓
器
配
分
の
指
針
で
あ
り
、

一
九
八
五
年
一
月
か
ら
約
一
年
半
に
わ
た
っ
て
、
八
四
年
移
植
法
に
基
づ
き
厚
生
省
に
設
置
さ
れ
た
「
臓
器
移
植
に
関
す
る
特
別
専
門

(38) 

と
の
政
治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

（
五
四
七
）



し
く
は
「
執
事
」
で
あ
っ
た
。

第
五
二
巻
三
号

（
五
四
八
）

家
委
員
会
」
（
委
員
長
、
オ
ル
ガ
・
ジ
ョ
ナ
サ
ン
イ
リ
ノ
イ
大
学
医
学
部
教
授
）
は
「
医
学
的
、
法
的
、
倫
理
的
、
経
済
的
及
び
社
会
的

諸
問
題
」
に
つ
い
て
包
括
的
に
調
査
、
研
究
を
行
っ
た
。
同
委
員
会
は
、
各
分
野
の
専
門
家
と
一
般
市
民
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
臓
器

配
分
だ
け
で
は
な
く
、
臓
器
提
供
、
移
植
医
療
に
対
す
る
健
康
保
険
制
度
の
あ
り
方
な
ど
を
幅
広
く
議
論
を
行
っ
た
。

(41) 

同
委
員
会
は
、
そ
の
最
終
報
告
書
に
お
い
て
、
提
供
臓
器
は
国
民
的
資
源

(national
resource)

で
あ
る
、
と
の
判
断
を
示
し
た
。

こ
の
提
供
臓
器
に
対
す
る
「
基
本
的
な
信
念
」
こ
そ
が
、
臓
器
移
植
医
療
へ
の
公
平
な
ア
ク
セ
ス
及
び
臓
器
の
公
平
な
配
分
を
保
証
す
る

た
め
の
、
当
該
委
員
会
の
勧
告
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
提
供
臓
器
は
「
見
知
ら
ぬ
者
に
対
す
る
任
意
の
贈
り
物
」
で
あ
り
、

「
す
べ
て
の
潜
在
的
な
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
」
の
た
め
に
提
供
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
善
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
べ
き
」

(42) 

性
質
を
持
つ
も
の
と
さ
れ
た
。
医
師
や
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
の
医
療
従
事
者
た
ち
は
、
日
常
的
に
希
少
な
医
療
資
源
で
あ
る
提

供
臓
器
の
割
当
て
に
関
す
る
決
定
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
委
員
会
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
究
極
的
に
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
こ
そ
が
「
何

が
公
共
利
益
に
寄
与
す
る
か
」
を
決
定
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
意
味
で
は
、
移
植
医
療
の
専
門
家
た
ち
は
、
こ
の
資
源
の
「
信
託
者
」
も

同
委
員
会
は
、
移
植
医
療
制
度
は
基
本
的
に
は
公
正
で
あ
る
と
診
断
し
な
が
ら
も
、
移
植
医
療
に
対
す
る
継
続
的
な
社
会
的
支
援
の
獲

得
に
は
、
「
必
要
と
す
る
人
々
に
公
平
に
臓
器
が
配
分
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
社
会
的
信
頼
に
か
か
っ
て
い
る
」
と
し
て
、
臓
器
配
分
の

(43) 

精
緻
化
を
図
る
よ
う
に
勧
告
し
た
。
そ
の
際
、
「
潜
在
的
な
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
」
と
は
、
「
原
則
的
に
、
も
し
く
は
技
術
的
、
実
践
的
に
実
現

可
能
な
範
囲
に
お
い
て
、
移
植
を
必
要
と
す
る
、
あ
ら
ゆ
る
ア
メ
リ
カ
の
市
民
も
し
く
は
そ
の
居
住
者
」
で
あ
っ
て
、
「
臓
器
や
組
織
が

摘
出
さ
れ
た
地
域
に
住
む
患
者
」
と
同
等
の
地
位
に
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
理
念
的
に
は
、
提
供
臓
器
は
、
全
国
の
移
植
希
望
者
の
中
か

ら
選
択
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
実
際
上
は
、
搬
送
可
能
な
範
囲
内
の
移
植
希
望
患
者
か
ら
選
択
さ
れ
る
べ
き
、
と
い
う
こ
と
な
る
。
そ
の

関
法

四
六



(44) 

た
め
、
医
療
技
術
の
進
歩
に
伴
っ
て
、
移
植
希
望
患
者
の
範
囲
は
、
常
に
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、

ア
メ
リ
カ
医
師
会
も
、
特
別
委
員
会
と
同
様
の
臓
器
配
分
に
関
す
る
指
針
を
持
っ
て
い
る
。
科
学
問
題
委
貝
会
の
報
告
書
に
よ

れ
ば
、
「
臓
器
は
、
地
域
的
な
資
源
と
い
う
よ
り
も
、
国
民
的
資
源
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
移
植
可
能
な
臓
器
も
し
く
は
組

織
の
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
と
し
て
、
特
定
の
地
理
的
管
轄
内
の
居
住
者
を
優
遇
す
る
こ
と
を
政
府
機
関
に
対
し
て
命
令
な
い
し
容
認
す
る
、
い

(45) 

か
な
る
法
律
、
規
制
、
プ
ロ
ト
コ
ル
も
し
く
は
政
策
に
も
反
対
す
る
」
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
医
師
会
は
、
移
植
医
療
界
で

慣
習
的
に
行
わ
れ
て
き
た
、
ロ
ー
カ
ル
・
フ
ァ
ー
ス
ト
制
に
反
対
し
て
お
り
、
ま
た
臓
器
配
分
の
医
学
的
必
要
性
に
関
し
て
倫
理
的
に
受

容
さ
れ
る
規
準
ー
①
患
者
に
と
っ
て
の
便
益
の
可
能
性
、
②
患
者
の
生
活
の
質
の
改
善
お
け
る
処
置
の
影
響
、
③
便
益
の
持
続
性
、
④

(46) 

患
者
の
容
体
の
緊
急
性
な
ど
を
考
慮
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。

U
N
O
S
の
見
解
I
ロ
ー
カ
ル
・
リ
ソ
ー
ス
と
し
て
の
臓
器

(47) 

U
N
O
S
は
「
公
平
な
臓
器
配
分
に
関
す
る

U
N
O
S
の
原
則
及
び
目
的
」
と
題
す
る
報
告
書
を
一
九
九
二
年
に
作
成
し
た
。

U
N
o

S
は
日
常
的
に
臓
器
配
分
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
先
に
み
た
特
別
専
門
家
委
員
会
の
勧
告
よ
り
も
専
門
的

か
つ
実
際
的
で
あ
っ
た
。

U
N
O
S
は
、
特
別
委
員
会
の
勧
告
と
は
異
な
り
、
提
供
臓
器
を
ロ
ー
カ
ル
・
リ
ソ
ー
ス
と
見
な
し
、
現
行
の

ロ
ー
カ
ル
・
フ
ァ
ー
ス
ト
制
に
基
づ
く
臓
器
配
分
の
効
率
性
と
公
平
性
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

末
期
肝
臓
疾
患
患
者
は
、
在
宅
の
治
療
が
可
能
な
「
ス
テ
ー
タ
ス

1
」
か
ら
、
集
中
治
療
室
に
収
容
さ
れ
七
日
間
の
う
ち
に
死
亡
す
る

で
あ
ろ
う
「
ス
テ
ー
タ
ス

4
」
ま
で
四
段
階
に
分
類
さ
れ
る
。
臓
器
斡
旋
機
関
の
サ
ー
ビ
ス
地
域
で
調
達
さ
れ
た
肝
臓
は
、
臓
器
を
最
も

必
要
と
す
る
域
内
の
ス
テ
ー
タ
ス

4
の
患
者
に
優
先
し
て
配
分
さ
れ
る
。
た
だ
、
臓
器
提
供
者
か
ら
摘
出
さ
れ
た
臓
器
が
、
迅
速
に
移
植

(2) 

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
移
植
医
療
制
度
改
革
と
連
邦
議
会
」

四
七

（
五
四
九
）



る。 説
明
さ
れ
て
い
る
。 第

五
二
巻
―
二
号

（
五
五
0
)

さ
れ
な
い
場
合
、
そ
の
便
益
が
低
下
す
る
か
、
も
し
く
は
廃
棄
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
域
内
に
該
当
者
が
い
な
け
れ
ば
、
臓

器
提
供
地
外
の
重
症
患
者
で
は
な
く
、
域
内
の
軽
症
患
者
に
優
先
し
て
臓
器
が
配
分
さ
れ
る
。
常
に
重
症
患
者
に
優
先
し
て
臓
器
が
配
分

さ
れ
る
訳
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
措
置
は
、
よ
り
軽
症
患
者
で
あ
っ
て
も
か
な
り
の
割
合
で
死
亡
す
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
だ
と

あ
と
で
み
る
地
域
的
な
配
分
格
差
に
つ
い
て
は
、

U
N
O
S
は
、
理
想
的
に
は
解
消
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
も
の
の
、
そ
の
解
決

策
と
さ
れ
る
全
国
的
な
待
機
リ
ス
ト
に
基
づ
く
臓
器
配
分
に
は
、
臓
器
の
搬
送
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
摘
出
臓
器
を
長
時
間
保
存
す
る
必
要

性
か
ら
臓
器
に
与
え
る
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
い
と
し
た
。
ま
た
移
植
医
療
へ
の
患
者
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
す
る
た
め
に
も
、
地
方
に
お
け

る
移
植
医
療
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
移
植
医
療
を
実
施
し
て
い
る
病
院
は
限
ら
れ
て
お
り
、
多

く
の
移
植
希
望
患
者
は
、
治
療
の
た
め
に
遠
方
の
病
院
に
入
院
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
医
学
的
に
も
、
肉
体
的
に

も
、
金
銭
的
に
も
、
患
者
や
そ
の
家
族
の
負
担
と
な
り
、
移
植
医
療
が
若
干
の
大
規
模
な
医
療
施
設
に
限
ら
れ
る
こ
と
は
、

な
も
の
に
と
っ
て
の
み
有
利
に
な
る
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、

一
部
の
裕
福

ロ
ー
カ
ル
・
フ
ァ
ー
ス
ト
制
の
メ
リ
ッ
ト
が
強
調
さ
れ
た
の
で
あ

提
供
臓
器
は
ロ
ー
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
帰
属
す
る
と
の
見
方
は
、
医
療
に
対
す
る
伝
統
的
な
価
値
観
と
も
矛
盾
し
な
い
よ
う
に

も
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
合
衆
国
憲
法
第
一
〇
修
正
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
福
祉
権
能
に
よ
り
、
州
政
府
は
、
州
民
の
健
康
、
安
全
、
道
徳
、

そ
の
他
一
般
の
福
祉
を
保
護
も
し
く
は
向
上
さ
せ
る
た
め
に
各
種
の
法
律
を
制
定
・
執
行
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
歴
史
的

に
見
て
ア
メ
リ
カ
の
保
健
、
社
会
政
策
は
ロ
ー
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
役
割
を
重
要
視
し
て
き
た
こ
と
が
、
ロ
ー
カ
ル
・
フ
ァ
ー
ス

(48) 

ト
制
を
補
強
し
て
き
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
臓
器
提
供
地
で
の
臓
器
優
先
配
分
は
、
そ
の
後
の
臓
器
提
供
を
促
進
す
る
誘

関
法

四
八



「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
移
植
医
療
制
度
改
革
と
連
邦
議
会
」

③
移
植
医
療
制
度
に
対
す
る
議
会
の
評
価

性
が
低
下
し
、
施
設
が
閉
鎖
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
る
、
と
さ
れ
た
。

四
九

一
九
九
一
年
に
次
の
よ
う
な
調
査
結
果
を

因
に
な
る
と
い
う
主
張
さ
え
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
ロ
ー
カ
ル
・
フ
ァ
ー
ス
ト
制
が
維
持
さ
れ
る
背
景
に
は
、
移
植
医
や

(49) 

病
院
の
「
縄
張
り
意
識
」
が
関
係
し
て
い
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
移
植
医
た
ち
は
、
提
供
臓
器
を
他
の
医
療
機
関
に
渡
す
こ
と
に
消
極

的
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
特
に
、
移
植
臓
器
が
不
足
す
る
状
況
下
で
、
提
供
臓
器
を
ロ
ー
カ
ル
・
リ
ソ
ー
ス
と
み
な
す
の
は
、

一
部
の
移
植

医
や
病
院
の
利
益
の
確
保
に
寄
与
す
る
と
さ
れ
る
。
あ
と
で
み
る
よ
う
に
、
い
か
な
る
場
合
も
最
重
症
患
者
に
優
先
し
て
臓
器
を
配
分
し

た
場
合
1

こ
う
し
た
患
者
は
大
規
模
な
移
植
実
施
病
院
に
多
い
た
め
に
1

中
小
規
模
の
移
植
実
施
病
院
に
臓
器
が
配
分
さ
れ
る
可
能

さ
て
、
こ
う
し
た
提
供
臓
器
の
帰
属
と
そ
の
配
分
に
関
す
る
議
論
と
は
別
に
、
連
邦
政
府
内
部
、
特
に
議
会
周
辺
か
ら
臓
器
配
分
の
公

平
性
に
関
す
る
調
査
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
臓
器
配
分
に
関
す
る
懸
念
は
し
ば
し
ば
表
明
さ
れ
て
き
た
が
、
「
連

邦
議
会
の
番
犬
」
と
も
い
わ
れ
る
厚
生
省
監
察
局

(Office
of I
n
s
p
e
c
t
o
r
 G
e
n
e
r
a
l
)

は、

(50) 

公
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
腎
移
植
を
受
け
る
ま
で
の
黒
人
と
白
人
の
平
均
的
な
待
機
時
間
は
、
前
者
が
一
三
・
九
ヶ
月
で
あ
る
の
に

(51) 

対
し
て
、
後
者
は
そ
の
約
半
分
の
七
・
九
ヶ
月
で
あ
っ
た
。
提
供
臓
器
と
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
相
性
を
測
定
す
る
た
め
に
、

H
L
A
抗
体
適

合
検
査
が
実
施
さ
れ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
専
門
家
が
認
め
て
い
る
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
結
果
を
強
調
し
た
場
合
、
つ
ま
り
医
学
的
便

益
を
重
視
す
る
と
、
黒
人
の
移
植
希
望
者
に
対
し
て
「
消
極
的
な
差
別
的
効
果
」
を
与
え
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
黒
人
の
ド

ナ
ー
は
白
人
の
そ
れ
よ
り
も
少
な
く
、
か
つ
人
種
間
の
H
L
A
の
組
み
合
わ
せ
に
バ
ラ
ッ
キ
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
監
察
局
の
も
う
一
っ

の
調
査
は
、
臓
器
配
分
に
関
す
る
地
域
的
な
格
差
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
あ
る
移
植
実
施
病
院
の
患
者
は
、
リ
ス

（
五
五
一
）



第
五
二
巻
三
号

ト
に
掲
載
さ
れ
て
か
ら
一
ヶ
月
以
内
に
腎
移
植
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
対
し
て
、
別
の
地
域
の
病
院
の
患
者
は
、
そ
の
た
め
に
七

(52) 

一
ヶ
月
間
待
機
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
調
査
に
基
づ
い
て
、
監
察
局
は
移
植
法
の
規
定
を
意
識
し
な
が
ら
「
全
国
的
な
臓
器
配

分
シ
ス
テ
ム
は
、
移
植
実
施
病
院
で
は
な
く
、
患
者
間
の
公
平
性
に
、
そ
し
て
患
者
の
居
住
地
や
移
植
実
施
病
院
の
提
携
関
係
で
は
な
く
、

共
通
の
医
学
的
規
準
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
」
よ
う
に
勧
告
し
た
。

連
邦
議
会
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
厚
生
省
の
対
応
に
は
不
信
感
を
抱
い
て
お
り
、

し
て
「
臓
器
斡
旋
お
よ
び
配
分
シ
ス
テ
ム
」
の
効
果
に
つ
い
て
調
査
す
る
よ
う
に
要
請
し
て
い
た
。

（
五
五
二
）

れ
た
報
告
書
に
は
、
臓
器
の
公
平
な
配
分
、
臓
器
斡
旋
機
関
に
よ
る
調
達
活
動
、
厚
生
省
に
よ
る
監
視
活
動
に
関
す
る
分
析
に
基
づ
い
て
、

(53) 

移
植
医
療
政
策
の
執
行
状
況
の
問
題
点
と
勧
告
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

移
植
に
関
す
る
専
門
的
知
識
や
技
術
は
日
々
進
歩
し
て
お
り
、
ま
た
臓
器
配
分
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
も
専
門
家
た
ち
の
間
で
コ
ン

セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
移
植
の
緊
急
性
と
成
功
の
可
能
性
の
う
ち
、
ど
ち
ら
を
重
視
す
る
か
に
つ
い
て
は
医
師

た
ち
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、

U
N
O
S
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
理
事
会
の
承
認
を
条
件
に
配
分
規
準
の
変
更
を
容
認
し
て

い
た
が
、
実
際
に
規
準
を
変
更
し
た
二
五
機
関
の
う
ち
理
事
会
の
承
認
を
受
け
た
の
は
そ
の
半
分
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
連
邦
法
が
、
医

学
的
規
準
に
基
づ
く
公
平
な
臓
器
配
分
を
命
じ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
非
医
学
的
規
準
に
基
づ
く
臓
器
配
分
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
ず
移
植
実
施
病
院
ご
と
に
待
機
リ
ス
ト
が
整
備
さ
れ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
臓
器
配
分
を
行
う
際

に
、
臓
器
斡
旋
機
関
が
そ
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
内
の
す
べ
て
の
患
者
を
考
慮
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
移

植
実
施
病
院
内
で
調
達
さ
れ
た
移
植
用
臓
器
は
、
当
該
病
院
の
患
者
に
優
先
し
て
配
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
複
数
の
移
植
実

施
病
院
の
間
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
厚
生
省
は
監
督
権
限
を
も
ち
、
移
植
医
療
に
対

関
法

一
九
九
三
年
三
月
に
議
会
に
提
出
さ

一
九
九

0
年
移
植
法
に
お
い
て
、
会
計
検
査
院
に
対

五
〇
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前
節
で
み
た
調
査
結
果
や
勧
告
を
受
け
て
、

こ。t
 O

P
T
N
に
対
す
る
行
政
規
則
の
策
定

移
植
医
療
行
政
の
強
化
案
と
そ
の
反
応

五

し
て
財
政
的
な
支
援
を
行
い
、
さ
ら
に
移
植
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
最
大
の
贈
入
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
臓
器
配
分
や
患
者
の
選
択
に

関
す
る
監
視
活
動
や
評
価
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
患
者
が
不
利
な
扱
い
を
受
け
て
は
い
な
い
と
保
障
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
結
論
づ
け
、
会
計
検
査
院
は
、
厚
生
省
に
対
し
て
、
監
視
、
評
価
活
動
を
積
極
的
に
行
う
よ
う
に
勧
告
し
た
。

移
植
臓
器
が
不
足
す
る
文
脈
で
は
、
医
療
従
事
者
た
ち
の
裁
量
に
よ
っ
て
生
じ
る
配
分
の
バ
ラ
ッ
キ
は
、
技
術
的
、
社
会
的
、
政
治
的

に
も
許
容
さ
れ
に
く
く
な
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
先
に
み
た
臓
器
配
分
に
関
す
る
二
つ
の
見
解
の
う
ち
、
ロ
ー
カ
ル
・
フ
ァ
ー

ス
ト
制
は
、
実
際
に
使
用
さ
れ
て
き
た
配
分
方
法
で
は
あ
っ
た
が
、
地
域
格
差
を
前
提
と
し
て
い
る
た
め
に
、
支
持
を
失
う
よ
う
に
な
っ

第
三
節

一
九
九
三
年
と
九
五
年
に
移
植
法
に
再
授
権
す
る
た
め
の
法
案
が
議
会
に
提
出
さ
れ
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
商
業
委
員
会
保
健
・
環
境
小
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
、
保
健
政
策
に
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
ワ
ク
ス
マ
ン
下
院
議
員

（
民
王
党
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）
は
、
ア
ル
・
ゴ
ア
元
下
院
議
員
と
と
も
に
八
四
年
移
植
法
の
成
立
に
協
力
し
て
以
来
、
移
植
医
療
問

(54)

（

55) 

題
に
強
く
コ
ミ
ッ
ト
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
彼
は
、
九
三
年
の
改
正
法
案
の
提
出
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
案
は
、
補
助
金
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
非
市
場
的
な
臓
器
の
供
給
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
ル
ー
ル
に
基
づ
く
臓
器
配
分
を
提
案
し
た
。
す
な
わ
ち
、
法
律
の
制
定

後
九

0
日
以
内
に
、
厚
生
省
は
「
O
P
T
N
の
政
策
及
び
手
続
を
定
め
た
提
案
規
則
」
を
公
表
し
、
法
律
制
定
か
ら
一
年
以
内
に
最
終
規

則
案
を
定
め
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
、
そ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
現
行
の

O
P
T
N
の
政
策
が
、
法
的
に
強
制
力
を
有
す
る
規

（
五
五
三
）
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巻
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（
五
五
四
）

則
に
な
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
上
院
は
「
民
間
の
契
約
者
に
対
し
て
法
的
な
権
限
を
付
与
す
る
こ
と
」
に
は
懸
念
を
示
し
て
、

(56) 

下
院
通
過
法
案
に
反
対
し
、
両
院
協
議
会
で
も
合
意
に
至
ら
な
か
っ
た
。

(57) 

だ
が
、
上
院
で
も
、
九
五
年
に
移
植
法
の
改
正
法
案
の
審
議
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
法
案
は
、
臓
器
斡
旋
機
関
が
も
つ
待
機
リ
ス
ト
の
単

一
化
、
特
定
の
病
院
の
移
植
希
望
患
者
へ
の
優
先
配
分
の
禁
止
、

O
P
T
N
の
機
構
改
革
の
一
っ
と
し
て
、
理
事
や
委
員
会
委
員
に
占
め

る
患
者
や
そ
の
家
族
、
臓
器
提
供
者
の
家
族
の
割
合
を
高
め
る
と
と
も
に
、
移
植
実
施
病
院
や
臓
器
斡
旋
機
関
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
二

年
ご
と
に
公
表
す
る
と
い
っ
た
規
定
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
九
三
年
の
下
院
法
案
同
様
、
法
律
制
定
後
一
年
以
内
に

O
P
T
N
の
規

則
を
定
め
た
「
最
終
規
則
案
」
を
公
表
す
る
よ
う
に
厚
生
省
長
官
に
求
め
、
そ
れ
が
達
成
さ
れ
な
い
場
合
は
議
会
に
対
し
て
報
告
書
を
提

出
す
る
よ
う
に
定
め
た
。
公
平
な
臓
器
配
分
を
測
定
す
る
た
め
の
指
標
と
し
て
、
「
平
均
待
機
時
間
」
が
示
さ
れ
る
な
ど
、
配
分
格
差
を

縮
小
す
る
具
体
的
な
方
針
が
初
め
て
議
会
か
ら
示
さ
れ
た
法
案
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
移
植
実
施
病
院
と
臓
器
斡
旋
機
関
と
の
「
密
接
な

関
係
」
に
応
じ
て
で
は
な
く
、
潜
在
的
な
臓
器
提
供
者
の
数
や
臓
器
斡
旋
機
関
の
臓
器
調
達
能
力
に
応
じ
て
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
を
設
定

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
前
の
移
植
法
に
も
臓
器
斡
旋
機
関
の
統
合
な
ど
が
目
指
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
法
案
は
目
的
と
手
段
が
明

確
化
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
法
案
は
、
下
院
に
送
付
さ
れ
、
商
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
も
の
の
、
共
和
党
が
議
会
多
数
派
と

な
っ
て
以
来
、
こ
の
問
題
を
扱
っ
て
き
た
ワ
ク
ス
マ
ン
議
員
は
委
員
長
の
職
に
は
な
く
、
審
議
未
了
の
ま
ま
廃
案
に
な
っ
た
。

連
邦
議
会
議
員
た
ち
の
間
に
、
厚
生
省
に
よ
る
規
制
作
成
を
容
認
す
る
動
き
が
み
ら
れ
た
こ
と
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
が
独
自
に
改
革

に
着
手
す
る
弾
み
と
な
っ
た
。
移
植
法
は
、
医
学
的
規
準
に
よ
る
臓
器
の
配
分
を
求
め
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
解
釈
は
、
移
植
医
療
界

（
特
に

U
N
o
s
)
と
監
督
権
限
を
持
つ
厚
生
省
に
広
く
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
厚
生
省
に
は
、

U
N
O
S
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
、
そ
の
ま

ま
法
的
拘
束
力
を
与
え
る
選
択
肢
も
あ
っ
た
。
だ
が
厚
生
省
は
、
「
（
同
省
の
）
他
の
諸
条
件
と
競
合
し
て
い
る
か
、
も
し
く
は
誤
っ
て
い

関
法

五



「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
移
植
医
療
制
度
改
革
と
連
邦
議
会
」

パ
プ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
受
付
は
、
同
年
ニ
―
月
に
終
了
し
た
。
し
か
し
、
厚
生
省
は
、
最
終
規
則
案
を
公
表
せ
ず
、
そ
の
手
続
は

中
断
さ
れ
た
状
態
に
な
っ
た
。
九
五
年
に
上
院
で
は
、
厚
生
省
に
よ
る
行
政
規
則
の
推
進
を
求
め
る
法
案
が
上
院
で
可
決
さ
れ
て
い
た
が
、

下
院
で
は
こ
れ
が
廃
案
と
な
っ
て
い
た
。
臓
器
配
分
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
議
会
が
躊
躇
し
続
け
た
問
題
で
も
あ
り
、
行
政
規
則
で
こ
れ

に
踏
み
込
む
た
め
に
は
、
最
終
的
に
は
、
大
統
領
の
政
治
的
決
断
が
必
要
と
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
中
、

選
挙
中
に
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
の
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
大
学
院
か
ら
の
友
人
で
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
で
不
動
産
業
を
営
む
デ
イ
ヴ
ィ
ッ

ト
・
マ
タ
ー
が
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学
関
係
者
か
ら
臓
器
移
植
シ
ス
テ
ム
の
変
更
の
要
望
を
受
け
、
そ
れ
を
大
統
領
に
仲
介
し
た
こ
と
が
、

(60) 

制
度
改
革
を
進
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学
は
、
肝
臓
移
植
の
権
威
で
あ
る
ト
ー
マ
ス
・
ス
タ
ー
ツ
ル
医
師
が
在
籍

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
世
界
的
に
み
て
も
肝
臓
移
植
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
存
在
で
あ
っ
た
が
、

器
の
配
分
は
減
少
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
の
で
、
よ
り
多
く
の
割
当
を
期
待
で
き
る
配
分
方
式
の
導
入
を
大
統
領
に
要
請
し
た
と
思
わ
れ
る
。

入
す
る
用
意
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

五

一
九
九
六
年
大
統
領

(58) 

る
か
、
あ
る
い
は
移
植
法
の
範
囲
を
超
え
て
い
る
」
と
し
て
、
こ
れ
を
採
用
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。

(59) 

行
政
手
続
が
開
始
さ
れ
た
の
は
一
九
九
四
年
九
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
に
示
さ
れ
た
規
制
案
は
、
「
O
P
T
N
の
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
」
、
「
全
米
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
ヘ
の
移
植
希
望
者
の
掲
載
」
、
「
臓
器
配
分
」
お
よ
び
「
記
録
の
維
持
や
メ
ン
バ
ー
で
あ

る
臓
器
斡
旋
機
関
お
よ
び
移
植
実
施
病
院
に
よ
る
報
告
」
に
関
す
る
条
件
お
よ
び
手
続
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
省
は

移
植
臓
器
の
配
分
に
つ
い
て
は
慎
重
で
あ
り
、
態
度
を
保
留
す
る
姿
勢
を
と
っ
た
。
と
は
い
え
、

O
P
T
N
の
理
事
会
が
示
す
指
針
案
は
、

連
邦
官
報

(
F
e
d
e
r
a
l
R
e
g
i
s
t
e
r
)

に
掲
載
さ
れ
、
パ
プ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
機
会
が
設
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
最
終
的
な
配
分
の
指

針
に
つ
い
て
は
、
長
官
が
検
討
し
、
意
見
を
付
す
か
ま
た
は
反
対
す
る
こ
と
も
あ
る
、
と
す
る
こ
と
で
、
厚
生
省
は
こ
の
問
題
に
深
く
介

ロ
ー
カ
ル
・
フ
ァ
ー
ス
ト
制
に
よ
っ
て
、
臓

（
五
五
五
）
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同
年
十
一
月
に
シ
ャ
レ
イ
ラ

(
D
o
n
a
Shalala)

厚
生
省
長
官
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
の
指
示
を
受
け
て
、
規
制
に
向
け
て
の
行
政

手
続
を
再
開
し
た
。
翌
月
に
は
公
聴
会
が
用
意
さ
れ
、
百
五
人
が
特
に
移
植
臓
器
の
配
分
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
証
言
を
行
い
、
長
官
は
、

(61) 

行
政
規
則
を
通
じ
て
移
植
医
療
制
度
を
改
革
す
る
強
い
決
意
を
示
し
た
。
ま
た
公
聴
会
に
は
六
六
七
人
か
ら
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、
一
―

1
0

(62) 

も
の
医
療
機
関
な
ど
か
ら
提
出
さ
れ
た
文
書
に
は
五
四
六
二
人
分
の
署
名
が
含
ま
れ
て
い
た
。
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
改
革
案
は
、
確
か
に

(63) 

一
九
九
八
年
四
月
に
公
表
さ
れ
た
O
P
T
N
に
対
す
る
最
終
的
な
行
政
規
則
案
は
、
規
制
的
傾
向
を
強
め
て
い
た
。
厚
生
省
の
説
明
に

よ
れ
ば
、
こ
の
規
制
案
は
、

O
P
T
N
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
及
び
そ
の
他
臓
器
の
斡
旋
及
び
移
植
の
関
係
者
が
活
動
す
る
枠
組
み
で
あ
り
、

O
P
T
N
の
活
動
を
制
約
す
る
よ
う
な
詳
細
な
医
学
的
基
準
を
設
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
臓
器
配
分
に
お
い
て
「
均
一
な
活
動
領
域
」

を
創
造
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
最
終
規
則
案
は
、
移
植
希
望
患
者
が
、
待
機
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
て
か
ら
実
際
に
臓
器
を
割

当
て
ら
れ
る
ま
で
の
時
間
、
い
わ
ゆ
る
「
待
機
時
間
」
を
、
臓
器
配
分
の
公
平
性
を
測
定
す
る
指
標
と
し
、
医
学
的
に
同
じ
状
態
に
あ
る

患
者
の
待
機
時
間
が
、
居
住
地
や
移
植
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
地
に
関
係
な
く
、
等
し
く
な
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。
明
ら
か
に
大
統
領
は
、

従
来
の
配
分
方
法
を
否
定
し
、
重
症
患
者
を
優
先
す
る
政
策
を
選
択
し
た
。
そ
の
結
果
、
待
機
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
る
基
準
や
病
状
の
分

類
の
厳
格
化
が
必
要
と
な
る
た
め
、
医
師
た
ち
の
裁
量
の
範
囲
は
確
実
に
狭
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
な
お
、
規
制
案
の
概
要
は
、
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

理
事
会
の
構
成

最
終
規
則
案
は
、

O
P
T
N
の
理
事
会
の
構
成
を
変
更
し
、
理
事
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
六
名
は
、
行
動
科
学
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
科
学
、
経
済
学
、
倫
理
学
、

ヘ
ル
ス
ケ
ア
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
法
律
、
政
策
分
析
、
社
会
学
、
統
計
学
、
も
し
く
は
神
学

の
分
野
の
専
門
家
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
八
名
は
、
移
植
の
候
補
者
、
臓
器
提
供
者
及
び
家
族
を
代
表
す
る
、
と
し
た
。
ま
た
、
理
事
の

移
植
医
療
界
に
波
紋
を
広
げ
て
い
た
。

関
法

五
四
（
五
五
六
）



「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
移
植
医
療
制
度
改
革
と
連
邦
議
会
」

成
果
目
標

う
ち
移
植
外
科
医
や
移
植
医
が
占
め
る
割
合
は
半
数
未
満
に
制
限
さ
れ
た
。

検
査
と
評
価

れ
る
か
、
公
共
の
安
全
を
危
険
に
さ
ら
し
た
証
拠
が
あ
る
場
合
、
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
臓
器
斡
旋
機
関
や
移
植
病
院
を
検
査
し
、
評
価
す
る
。

制
裁
に
は
、
移
植
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
資
格
の
取
消
、

斡
旋
機
関
に
対
す
る
メ
デ
ィ
ケ
ア
・
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
の
保
険
給
付
の
停
止
が
含
ま
れ
た
。

方
針
の
開
発

厚
生
省
長
官
も
し
く
は
そ
の
被
指
名
者
は
、

O
P
T
N
の
規
則
を
遵
守
し
て
い
な
い
か
、
患
者
の
健
康
を
危
機
に
陥

メ
デ
ィ
ケ
ア
・
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
ヘ
の
移
植
実
施
病
院
の
参
加
の
停
止
、
も
し
く
は
臓
器

臓
器
配
分
方
針
の
開
発
は
0
p
T
N
の
理
事
会
の
責
務
で
あ
る
。
理
事
会
は
、
臓
器
の
公
平
な
配
分
の
た
め
の
方
針

に
加
え
て
、
移
植
外
科
医
や
移
植
医
の
育
成
や
技
術
に
関
す
る
方
針
、

五
五

O
P
T
N
の
理
事
の
指
名
に
関
す
る
方
針
及
び
厚
生
省
長
官
に

よ
っ
て
命
じ
ら
れ
る
そ
の
他
の
方
針
に
つ
い
て
決
定
を
行
う
。
ま
た
、
低
所
得
者
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
移
植
サ
ー
ビ
ス
ヘ
の
ア
ク
セ
ス
に

懸
念
が
生
じ
た
場
合
、
最
終
規
則
案
に
よ
り
、

O
P
T
N
の
理
事
会
は
、
社
会
経
済
的
地
位
か
ら
の
生
じ
る
不
平
等
を
解
消
す
る
た
め
の

方
針
を
開
発
す
る
義
務
を
負
う
。

最
終
規
則
案
は
、
臓
器
配
分
に
関
し
て
三
つ
の
大
ま
か
な
成
果
目
標
を
与
え
た
。

O
P
T
N
の
理
事
会
は
、
「
可
能
な

限
り
客
観
的
か
つ
測
定
可
能
な
医
学
的
規
準
を
使
用
し
、
待
機
リ
ス
ト
に
患
者
を
掲
載
す
る
た
め
の
、
掲
載
規
準
を
標
準
化
」
し
、
「
医

学
的
状
態
を
決
定
す
る
た
め
の
規
準
を
標
準
化
す
る
が
、
そ
れ
は
可
能
な
限
り
客
観
的
か
つ
測
定
可
能
で
、
少
な
く
と
も
最
も
医
学
的
に

緊
急
性
の
古
回
い
患
者
を
、
十
分
に
区
別
し
う
る
医
学
的
規
準
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
「
医
学
的
に
最
も
緊
急
性
を
要
す
る
者

に
優
先
順
位
を
与
え
る
臓
器
配
分
方
針
は
、
信
頼
に
足
る
医
学
的
判
断
に
従
っ
て
実
施
さ
れ
、
類
似
す
る
医
学
的
状
態
に
あ
る
患
者
の
待

機
時
間
に
つ
い
て
の
差
異
が
減
少
す
る
よ
う
な
結
果
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
た
。

（
五
五
七
）



質
化
す
る
こ
と
を
も
っ
と
も
望
ん
で
お
り
、

第
五
二
巻
三
号

（
五
五
八
）

ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
改
革
案
は
、
移
植
臓
器
を
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ソ
ー
ス
と
す
る
「
移
植
医
療
に
関
す
る
特
別
専
門
家
委
員
会
」
の
勧

告
に
近
い
も
の
で
あ
り
、
最
重
症
患
者
優
先
配
分
方
式

(
s
i
c
k
e
s
t
first)

を
採
用
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

U
N
O
S
の
指

針
に
あ
っ
た
よ
う
な
「
地
理
的
な
条
件
」
や
コ
ス
ト
意
識
が
表
現
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
効
率
性
よ
り
も
、
臓
器
配
分
の
公
平
性
を

優
先
し
た
の
で
あ
る
。
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
が
打
ち
出
し
た
移
植
医
療
制
度
の
改
革
案
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
態
度
が
形
成
さ
れ
た
の
で

一
般
に
米
国
の
移
植
医
療
制
度
に
対
す
る
市
民
の
認
知
度
や
支
持
は
高
く
、
社
会
に
広
く
定
着
し
て

ま
ず
世
論
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
が
、

(64) 

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
臓
器
提
供
の
意
志
を
示
し
て
い
る
も
の
は
、
世
論
調
査
の
レ
ベ
ル
で
は
六
0
％
ほ
ど
お
り
、
こ
れ
は
移
植

医
療
制
度
に
対
す
る
信
頼
性
を
示
す
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
改
革
案
に
対
し
て
、
ど
の
程
度
支
持
が
集
ま
っ
た

の
か
、
こ
れ
を
示
す
調
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
マ
ス
コ
ミ
は
、
し
ば
し
ば
移
植
臓
器
の
配
分
問
題
を
伝
え
て
き
た
が
、
の
ち
の
公
聴
会

で
あ
る
証
言
者
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
臓
器
配
分
に
関
す
る
問
題
意
識
が
広
く
共
有
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
た
だ
U
N
o

一
般
市
民
、
臓
器
提
供
者
の
家
族
、
移
植
待
機
者
や
経
験
者
、

S
が、

(65) 

れ
ば
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
改
革
案
に
支
持
が
集
ま
る
も
の
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
移
植
経
験
者
の
六
0
％
と
移
植
待
機
者
の
五
八
％

が
、
地
域
的
な
優
先
配
分
に
対
し
て
最
も
低
い
優
先
順
位
を
つ
け
て
い
る
。
ま
た
移
植
経
験
者
の
五
四
％
と
移
植
待
機
者
の
五

0
％
が
、

最
も
余
命
が
短
い
患
者
に
対
し
て
臓
器
を
配
分
す
る
こ
と
を
最
優
先
課
題
に
挙
げ
て
お
り
、
反
対
に
生
存
の
可
能
性
が
最
も
高
い
患
者
へ

の
優
先
配
分
を
支
持
す
る
の
は
、
約
二
割
程
度
で
あ
っ
た
。
ま
た
移
植
経
験
者
の
う
ち
三
分
の
一
以
上
が
移
植
待
機
時
間
を
全
国
的
に
均

あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
確
認
し
た
い
。

②
規
制
案
に
対
す
る
態
度

関
法

一
般
市
民
の
六
六
％
が
、
地
域
的
配
分
よ
り
も
全
国
的
な
配
分
を
支
持
す
る
政
策
を
実
施
し

一
七
五
二
人
に
対
し
て
一
九
九
四
年
に
行
っ
た
調
査
か
ら
推
測
す

五
六



「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
移
植
医
療
制
度
改
革
と
連
邦
議
会
」

た
ほ
う
が
、
臓
器
提
供
に
積
極
的
に
な
る
、
と
回
答
し
て
い
る
。

五
七

そ
の
一
方
で
南
部
州
に
お
い
て
は
ク
リ
ン
ト
ン
の
改
革
案
に
対
す
る
批
判
が
生
ま
れ
て
い
た
。
最
終
規
則
案
が
公
表
さ
れ
た
一
九
九
八

年
か
ら
、

ヽ

ヽヽ,＂'’ 

フ
ロ
リ
ダ

ル
イ
ジ
ア
ナ
州
、

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
、
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
、

ア
リ
ゾ
ナ
州
、
テ
キ
サ

ス
州
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
な
ど
で
、
州
内
で
提
供
さ
れ
た
臓
器
を
、
州
内
の
移
植
実
施
病
院
の
患
者
に
優
先
し
て
配
置
す
る
法
律
が
制
定

(66) 

さ
れ
る
か
、
ま
た
は
州
議
会
を
通
過
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
は
、
臓
器
斡
旋
機
関
の
積
極
的
な
活
動
に
よ
り
、
高
い
臓

(67) 

器
調
達
率
を
維
持
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
諸
州
の
中
で
も
も
っ
と
も
早
く
ロ
ー
カ
ル
・
フ
ァ
ー
ス
ト
制
の
保
護
法
案
を
可
決
し
た
。
ま

た
二

0
0
0
年
三
月
に
は
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
と
州
内
の
二
つ
の
移
植
病
院
が
、
シ
ャ
レ
イ
ラ
厚
生
省
長
官
に
対
し
て
訴
訟
を
起
こ
し
た
。

訴
訟
の
争
点
は
、
長
官
の
越
権
行
為
で
あ
り
、
臓
器
配
分
に
つ
い
て
は
厚
生
省
の
判
断
で
は
な
く
、
医
療
の
専
門
家
の
そ
れ
を
使
用
す
る

べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
同
様
の
訴
訟
が
、
テ
キ
サ
ス
州
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
で
起
こ
さ
れ
た
も
の
の
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

(68) 

裁
判
所
は
い
か
な
る
判
断
も
示
し
て
は
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
州
で
行
政
規
則
案
に
反
対
が
生
ま
れ
た
の
は
、

0
p
T
N
を
運
営
す
る

U
N

O
S
が、

の
た
め
、

ア
メ
リ
カ
の
南
東
部
の
地
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
発
達
し
て
き
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

U
N
O
S
の
ロ
ー
カ
ル
・
フ
ァ
ー
ス
ト
制
は
、
臓
器
提
供
地
の
エ
リ
ア
内
の
移
植
実
施
病
院
の
患
者
に
優
先
配
分
さ
れ
る
。
だ
が
、

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
大
き
さ
、
臓
器
提
供
者
が
現
れ
る
確
率
、
移
植
を
必
要
と
す
る
患
者
数
な
ど
に
は
、
大
き
な
バ
ラ
ッ
キ
が
あ
る
。
そ

ロ
ー
カ
ル
・
フ
ァ
ー
ス
ト
制
は
、
そ
も
そ
も
地
域
格
差
を
容
認
す
る
制
度
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
重
症
患
者
を
数
多
く
抱
え
る

地
域
（
大
規
模
な
移
植
医
療
施
設
を
も
つ
病
院
が
あ
る
地
域
）

れ
な
い
。
し
か
も
、

は
、
多
く
の
臓
器
を
必
要
と
す
る
が
、
そ
の
需
要
に
見
合
う
だ
け
の
臓
器

が
供
給
さ
れ
る
保
証
は
な
く
、
反
対
に
、
移
植
待
機
患
者
の
少
な
い
地
域
で
あ
っ
て
も
、
供
給
さ
れ
る
臓
器
の
数
は
少
な
く
な
い
か
も
し

ロ
ー
カ
ル
・
フ
ァ
ー
ス
ト
制
の
下
で
は
、
あ
る
地
域
の
重
症
患
者
よ
り
も
、
別
の
地
域
の
軽
症
患
者
に
、
先
に
臓
器

（
五
五
九
）



に
所
属
す
る
。
ヒ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学
病
院
は
、

ス
ト
制
の
継
続
を
主
張
す
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、

そ
の
一
部
は

(Patient 
A
c
c
e
s
s
 to 

第
五
二
巻
三
号

が
移
植
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ロ
ー
カ
ル
・
フ
ァ
ー
ス
ト
制
は
、
中
小
の
移
植
実
施
病
院
に
と
っ
て
有
利
で
あ
っ
た
。

U
N
O
S
の
構
成
員
の
比
率
は
、
大
規
模
な
移
植
実
施
病
院
よ
り
も
中
小
規
模
の
そ
れ
、
お
よ
び
そ
の
関
連
機
関
の
ほ
う
が
高
い
た
め
に
、

(69) 

中
小
の
移
植
実
施
病
院
が
保
護
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
改
革
案
は
、
平
均
待
機
時
間
を
基
準
と
し
て
、
こ
う
し
た
需
給
関
係
に
メ
ス
を
入
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ク
リ
ン

Fairness)
」
を
組
織
し
、

ト
ン
政
権
の
改
革
案
を
支
持
す
る
の
は
、
規
模
の
大
き
い
移
植
実
施
病
院
や
そ
れ
に
関
係
す
る
臓
器
斡
旋
機
関
、
そ
し
て
全
国
的
な
主
要

な
患
者
団
体
な
ど
で
あ
り
、
そ
の
一
部
は
「
移
植
患
者
の
公
平
性
の
た
め
の
運
動

(
T
h
~
C
a
m
p
a
i
g
n

for T
r
a
n
s
p
l
a
n
t
 Patient 

(70) 

ロ
ビ
ー
活
動
な
ど
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
改
革
案
に
反
対
し
た
の
は
、
現
行
の
ロ
ー
カ
ル
・
フ
ァ
ー

「
移
植
医
療
へ
の
患
者
の
ア
ク
セ
ス

T
r
a
n
s
p
l
a
n
t
)
」
と
い
う
組
織
を
形
成
し
た
。
両
陣
営
と
も
、
政
治
家
に
対
す
る
働
き
か
け
を
強
め
る
よ
う
に
な
り
、
前
者
の
グ
ル
ー
プ

な
お
、

一
九
九
六
年
末
か
ら
約
八
ヶ
月
間
の
う
ち
に
、
二
八
万
ド
ル
を
ロ
ビ
ー
活
動
に
費
や
し
た
。

ま
た
同
時
期
、
規
制
に
反
対
す
る

U
N
o
s
も、

P
R
活
動
や
ロ
ビ
ー
活
動
の
た
め
に
、
約
―
一
七
万
ド
ル
を
費
や
し
、
そ
の
後
も
、
年
間

(71) 

に
約
百
万
ド
ル
を
ロ
ビ
ー
活
動
に
費
や
し
た
、
と
さ
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
移
植
外
科
医
学
会
（
会
員
数
六

0
0
人）

学
的
デ
ー
タ
に
基
づ
く
臓
器
配
分
政
策
」
の
実
施
を
求
め
、

は
、
「
政
治
的
影
響
か
ら
独
立
し
た
、
妥
当
な
医
学
的
な
行
動
基
準
や
科

ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
規
制
に
は
反
対
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

師
会
は
、
既
に
移
植
臓
器
を
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ソ
ー
ス
と
す
る
倫
理
的
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
も
ち
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
規
制
を
支
持
し
て

(72) 

い
た
。
そ
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
医
師
会
に
は
、
ロ
ー
カ
ル
・
フ
ァ
ー
ス
ト
制
に
準
じ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
ヘ
の
変
更
を
求
め
る
提
案
が
な
さ

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
は
否
決
さ
れ
、
医
師
会
は
従
来
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
再
宣
言
を
行
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
医

関
法

五
八

五
六
0
)



「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
移
植
医
療
制
度
改
革
と
連
邦
議
会
」

ロ
ッ
ト
上
院
議
員
（
共
和
党
、
ミ
ズ
ー
リ
州
）

で
あ
る
ニ
ク
ル
ズ

五
九
（
五
六
一
）

一
九
九
四
年
の
中
間
選
挙
に
よ
っ
て
上
下
院
で
多
数
派
と
な
っ
た
議
会
共
和
党
は
、
連
邦
政
府
が
移
植
医
療
に
介
入
に
す
る
こ
と
に
難

(73) 

一
九
九
五
会
計
年
度
の
予
算
削
減
法
案
の
な
か
で
、
健
康
資
源
サ
ー
ビ
ス
局
の
臓
器

移
植
関
連
予
算
の
段
階
的
な
削
減
案
を
打
ち
出
し
た
。
最
終
的
に
は
、
同
局
に
対
す
る
予
算
削
減
は
見
送
ら
れ
た
も
の
の
、
議
会
内
部
に

お
い
て
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
と
は
異
な
る
形
で
、
移
植
医
療
界
と
連
邦
政
府
と
の
関
係
の
見
直
し
を
図
る
動
き
が
活
発
化
し
て
い
た
。

た
だ
前
述
し
た
よ
う
に
、
九
三
年
と
九
五
年
に
は
、
下
院
と
上
院
が
そ
れ
ぞ
れ
厚
生
省
に
よ
る
規
制
を
促
進
す
る
法
案
も
採
択
し
て
い
る
。

移
植
医
療
界
で
は
規
制
に
対
す
る
態
度
が
分
か
れ
、
南
部
の
州
政
府
が
こ
れ
に
明
確
に
反
対
す
る
動
き
を
強
め
た
こ
と
が
、
連
邦
議
会

(74) 

議
員
た
ち
の
行
動
に
も
影
響
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
規
制
反
対
派
の
窓
口
と
な
っ
て
い
く
の
が
多
数
党
院
内
総
務
の

で
あ
っ
た
。
九
八
年
に
厚
生
省
が
最
終
規
則
案
を
発
表
す
る
直
前
に
、
彼
は
、
院
内
幹
事

(
D
o
n
 N
i
c
k
l
e
s
)
 

(
共
和
党
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
）
、
保
健
政
策
に
関
し
て
立
法
管
轄
権
を
も
つ
上
下
院
の
委
員
会
委
員

長
た
ち
と
と
も
に
、
臓
器
配
分
の
「
定
式
化
と
強
要
」
に
反
対
し
、
政
府
は
臓
器
提
供
者
の
増
加
に
尽
力
す
る
よ
う
連
名
で
要
望
し
た
。

心
臓
移
植
医
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
最
大
手
の
病
院
経
営
グ
ル
ー
プ
の
会
長
を
父
に
持
つ
フ
リ
ス
ト
上
院
議
員

(Bill
Frist) 

(
共
和
党
、

テ
ネ
シ
ー
州
）
も
、
上
院
議
員
と
な
る
前
か
ら
、
厚
生
省
が
移
植
医
療
に
対
し
て
多
く
の
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
疑
問
を
感
じ

(75) 

て
お
り
、
共
和
党
指
導
部
の
動
き
に
同
調
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
移
植
医
療
は
、
メ
デ
ィ
ケ
ア
・
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
の
保
険
給
付
資
格
を
取

得
す
る
た
め
に
、
し
ば
し
ば
質
的
な
規
準
や
実
績
な
ど
が
重
視
さ
れ
て
き
た
、
と
さ
れ
る
。

色
を
示
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
議
会
共
和
党
は
、

①

O
P
T
N
に
対
す
る
行
政
規
制
へ
の
対
応

第
四
節
連
邦
議
会
に
よ
る
移
植
医
療
問
題
の
処
理
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上
院
人
的
資
源
委
員
会
と
下
院
商
業
委
員
会
保
健
環
境
小
委
員
会
は
、
九
八
年
春
に
合
同
で
移
植
医
療
に
関
す
る
公
聴
会
を
開
催
し
た
。

プ
ラ
イ
リ
ー
下
院
商
業
委
員
会
委
員
長

(
T
h
o
m
a
s
Bliley Jr.) 
(
共
和
党
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
）
は
、
「
当
該
問
題
に
関
し
て
議
会
が
果

(Michael Bilirakis) 
(
共
和
党
、

フ
ロ
リ
ダ
州
）
保
健
環
境
小
委
員
会
委
員

長
も
、
「
大
統
領
、
議
会
、
裁
判
所
、
そ
し
て
官
僚
も
、
臓
器
配
分
と
い
う
生
と
死
の
決
定
を
行
う
能
力
を
持
た
な
い
」
と
述
べ
た
よ
う

に
、
共
和
党
指
導
部
お
よ
び
医
療
関
連
の
委
員
会
委
員
長
た
ち
は
、
結
束
し
て
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
改
革
案
に
反
対
す
る
よ
う
に
な
っ
て

共
和
党
指
導
部
は
、
強
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
移
植
医
療
行
政
へ
の
対
抗
措
置
と
し
て
、
行
政
規
則
の
根
拠
と
な
る
臓
器
移
植
法
の

大
幅
な
改
正
を
目
指
し
た
。
ビ
リ
ラ
キ
ス
委
員
長
ら
は
、
規
制
に
反
対
す
る
移
植
医
療
関
連
団
体
と
と
も
に
「
九
九
年
移
植
法
修
正
法

案
」
（
以
下
、
規
制
阻
止
法
案
）
を
提
出
す
る
準
備
を
し
て
い
た
。
そ
の
法
案
は
、
厚
生
省
の
監
督
権
限
の
明
確
化
と
制
限
に
よ
っ
て
0

P
T
N
の
自
立
性
を
高
め
、
そ
の
か
わ
り
に
連
邦
政
府
、
患
者
、
国
民
に
対
す
る
O
P
T
N
の
説
明
責
任
を
強
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

移
植
法
に
お
け
る
政
府
の
監
督
権
限
は
「
充
当
さ
れ
る
資
金
の
歳
出
」
に
関
す
る
も
の
に
限
ら
れ
、
医
学
的
規
準
お
よ
び
O
P
T
N
の
方

(76) 

針
は
、
そ
れ
に
含
ま
れ
な
い
、
と
さ
れ
た
。

O
P
T
N
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
及
び
活
動
方
針
の
策
定
に
あ
た
る
の
は
、
従
来
ど
お
り
理
事

会
で
あ
り
、

O
P
T
N
の
職
務
は
、
長
官
と
O
P
T
N
の
相
互
の
同
意
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
、
「
事
実
上
、
科
学
的
、
臨
床
的
も
し
く

は
医
学
的
な
職
務
は
、
行
政
手
続
上
の
職
務
に
は
当
た
ら
ず
、

O
P
T
N
の
裁
量
の
範
囲
内
で
あ
る
」
と
し
た
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
期
に
制

定
さ
れ
た
八
四
年
移
植
法
の
委
員
会
報
告
書
は
、
政
府
で
は
な
く
民
間
部
門
の
能
力
を
高
く
評
価
し
て
い
た
が
、
法
案
提
出
者
た
ち
は
、

(77) 

ま
さ
に
「
原
点
」
に
立
ち
戻
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。

た
す
役
割
は
何
も
な
い
」
と
述
べ
、
ま
た
ビ
リ
ラ
キ
ス

関
法

六
0

(
五
六



の
延
期
の
み
を
理
由
に
、
こ
れ
ら
の
重
要
法
案
を
拒
否
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
困
難
で
あ
っ
た
。

六

五六――-）

法
案
の
審
議

行
政
規
則
案
に
対
抗
す
る
姿
勢
を
見
せ
た
共
和
党
指
導
部
で
は
あ
っ
た
が
、

O
P
T
N
に
対
す
る
規
制
は
、
九
八
年
七
月
に
実
施
さ
れ

る
予
定
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
新
た
に
法
案
を
作
成
し
、
両
院
で
可
決
さ
れ
る
こ
と
は
、
時
間
的
に
困
難
で
あ
っ
た
。
共
和
党
指

導
部
は
、
九
八
会
計
年
度
補
助
歳
出
法
案
の
な
か
に
、
規
制
の
実
施
を
―
―
一
ヶ
月
遅
ら
せ
る
規
定
を
盛
り
込
み
、
さ
ら
に
九
九
会
計
年
度
一

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
再
募
集
し
、
全
米
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
医
学
研
究
所
は
、
現
行
の
臓
器
移
植
シ
ス
テ
ム
の
運
営
状
況
等
を
調
査
す
る

(78) 

よ
う
に
法
律
で
命
じ
ら
れ
た
。
確
か
に
大
統
領
は
両
院
を
通
過
し
た
法
案
に
対
し
て
、
拒
否
権
を
行
使
で
き
る
と
は
い
え
、
規
制
の
実
施

U
N
O
S
は
、
こ
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
期
間
に
、
共
和
党
側
の
法
案
の
作
成
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、

U
N
O
S
の
臓
器
の
配
分
方
針
の

修
正
を
行
い
、
連
邦
政
府
の
規
制
に
歩
み
寄
り
、
部
分
的
に
は
臓
器
配
分
の
広
域
化
お
よ
び
医
学
的
緊
急
性
を
考
慮
し
た
配
分
方
法
を
決

(79) 

定
し
た
。
だ
が
、
こ
れ
が
部
分
的
に
法
案
に
反
映
さ
れ
た
り
、
議
会
審
議
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
シ
ャ
レ
イ
ラ
厚
生
省
長

官
は
、
自
ら
が
提
案
し
た
最
終
規
則
案
は
「
政
策
的
命
令
と
い
う
よ
り
も
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
し
く
は
目
標
で
あ
る
」
と
し
て
、
修
正
に
応

(80) 

じ
る
姿
勢
を
示
し
て
い
た
。
し
か
し
、
臓
器
配
分
に
関
す
る
医
学
的
な
判
断
を
法
律
や
行
政
規
則
で
規
定
す
る
き
っ
か
け
を
与
え
る
こ
と

は、

U
N
O
S
の
本
意
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
あ
く
ま
で
も
法
の
枠
外
で
、
移
植
医
療
界
の
裁
量
に
よ
っ
て
こ
れ
を
決
定
し
た
か
っ

た
の
で
あ
る
。

規
制
阻
止
法
案
は
九
九
年
六
月
に
議
会
に
提
出
さ
れ
、
下
院
商
業
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
四
ヶ
月
後
に
は
規
制
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
プ
ラ
イ
リ
ー
委
員
長
は
、
同
年
九
月
に
公
聴
会
を
行
い
、
九
九
年
十
月
十
三
日
に
法
案
を
採
決
し
、
下
院

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
移
植
医
療
制
度
改
革
と
連
邦
議
会
」

括
歳
出
法
案
の
中
に
、
規
制
の
実
施
を
九
九
年
一

0
月
ま
で
、

一
年
間
先
送
り
す
る
規
定
を
盛
り
込
ん
だ
。
こ
の
間
、
厚
生
省
は
、
パ
ブ

(2) 
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本
会
議
に
送
付
し
た
。
公
聴
会
の
直
後
に
商
業
委
貝
会
で
法
案
の
採
決
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
あ
と
で
み
る
医

学
研
究
所
の
勧
告
も
法
案
を
修
正
す
る
ま
で
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
与
え
ず
、
ワ
ク
ス
マ
ン
議
員
と
い
っ
た
法
案
に
反
対
す
る
議
員
た
ち
が
、

(81) 

厚
生
省
の
主
張
に
沿
う
形
で
、
委
員
会
報
告
書
に
反
対
意
見
を
付
加
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
な
お
プ
ラ
イ
リ
ー
委
員
長
の
選
挙
区
で
あ
る

リ
ッ
チ
モ
ン
ド
に
は
、
規
制
に
も
っ
と
も
強
く
反
対
し
て
き
た
U
N
O
S
の
本
部
が
あ
っ
た
。

九
月
の
公
聴
会
で
の
、
規
制
支
持
派
、
反
対
派
双
方
の
証
言
を
見
る
限
り
、
少
な
く
と
も
法
案
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
合
意
の
形
成
は
ほ

と
ん
ど
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
進
展
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
こ
の
公
聴
会
は
、
双
方
の
利
害
を
主
張
す
る
場
と
し
て
の
み
機
能
す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

U
N
O
S
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
が
目
指
す
規
制
を
直
接
非
難
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
規
制
阻
止
法
案
を
高

(82) 

く
評
価
し
た
。
そ
れ
は
政
府
の
介
入
の
レ
ベ
ル
が
も
っ
と
も
低
か
っ
た
八
四
年
移
植
法
の
精
神
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
こ
と
、

O
P
T
N

の
メ
ン
バ
ー
に
対
す
る
罰
則
規
定
が
重
す
ぎ
ず
実
効
性
が
高
い
こ
と
、
患
者
、
厚
生
省
、
議
会
、
国
民
に
対
す
る
情
報
公
開
や
説
明
責
任

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
補
助
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
臓
器
調
達
能
力
が
向
上
し
、
臓
器
提
供
の
誘
因
を
高
め
る
か
ら
で

あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
移
植
外
科
医
学
会
や
い
く
つ
か
の
医
療
機
関
は
、
連
邦
政
府
の
監
督
権
限
に
つ
い
て
は
認
め
た
も
の
の
、
「
臓
器
の

調
達
お
よ
び
移
植
に
関
す
る
医
学
的
規
準
お
よ
び
基
準
の
開
発
、
制
定
お
よ
び
維
持
す
る
責
務
は
、
民
間
部
門
お
よ
び
医
療
コ
ミ
ュ
ニ

(83) 

テ
ィ
に
残
さ
れ
る
べ
き
」
と
の
主
張
を
行
っ
た
。
特
に
中
小
規
模
の
移
植
実
施
病
院
や
そ
れ
と
提
携
関
係
に
あ
る
臓
器
斡
旋
機
関
か
ら
構

成
さ
れ
る
「
移
植
医
療
へ
の
患
者
の
ア
ク
セ
ス
」
は
、
広
域
の
臓
器
配
分
に
よ
っ
て
、
小
規
模
の
医
療
施
設
が
閉
鎖
さ
れ
る
た
め
に
、
低

(84) 

所
得
者
に
よ
る
移
植
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
困
難
に
な
る
と
の
主
張
を
行
っ
た
。
こ
う
し
た
規
制
反
対
派
の
証
言
は
、
九
二
年
に

U
N
o

S
が
公
表
し
た
臓
器
配
分
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
も
の
か
、
ま
た
は
そ
の
繰
り
返
し
で
あ
っ
た
。

連
邦
議
会
の
要
請
に
よ
り
、
移
植
医
療
に
関
す
る
現
状
分
析
を
行
っ
た
全
米
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
医
学
研
究
所
の
証
言
は
、
ク
リ
ン
ト
ン

関
法

＇ ノ‘
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「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
移
植
医
療
制
度
改
革
と
連
邦
議
会
」

六

（
五
六
五
）

(85) 

政
権
の
改
革
案
を
支
持
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
緊
急
に
移
植
を
必
要
と
す
る
患
者
に
つ
い
て
は
、
平
均
待
機
時
間
に
差
は
見
ら

れ
な
い
が
、
実
際
に
臓
器
提
供
を
受
け
た
の
は
約
半
数
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
他
の
病
状
の
レ
ベ
ル
で
は
地
域
格
差
が
大
き
い
た
め
に
、
広

域
の
臓
器
共
有
化
が
不
可
欠
と
さ
れ
た
。
た
だ
広
域
の
臓
器
の
共
有
化
に
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
批
判
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
医
学

研
究
所
は
、

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と
は
臓
器
配
分
の
障
害
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
（
む
し
ろ
健
康
保
険
の
問
題
で
あ
る
）
、
臓
器
の
提

供
意
欲
を
阻
害
し
な
い
と
し
た
。
そ
し
て
、
移
植
医
療
制
度
が
分
権
的
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
が
公
共
利
益
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
を

保
証
す
る
た
め
に
も
、
集
権
的
な
組
織
、
す
な
わ
ち
政
府
に
よ
る
監
督
が
必
要
だ
と
述
べ
た
。
こ
れ
ら
の
見
解
は
、
改
革
を
進
め
た
い
ク

リ
ン
ト
ン
政
権
や
改
革
支
持
派
の
自
信
を
高
め
た
。
彼
ら
は
、
規
制
阻
止
法
案
が
、
地
域
的
格
差
の
是
正
に
寄
与
し
な
い
こ
と
、
情
報
公

(86) 

開
の
不
十
分
さ
、
政
府
の
監
督
権
限
の
縮
小
化
な
ど
を
理
由
に
法
案
に
反
対
し
た
。
政
府
の
規
制
を
支
持
す
る
グ
ル
ー
プ
に
は
、
比
較
的

規
模
の
大
き
い
移
植
実
施
病
院
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
に
混
じ
っ
て
、
こ
の
公
聴
会
で
は
移
植
医
療
を
専
門
と
す
る
市
民
団
体
も

(87) 

証
言
を
し
た
。
会
員
数
一
五

0

0
人
の
消
費
者
保
護
団
体
で
あ
る
移
植
医
療
行
動
委
員
会

(National
Transplant Action 

Committee)
に
よ
れ
ば
、

U
N
O
S
の
理
事
会
や
委
員
会
で
は
、

一
般
公
衆
か
ら
選
ば
れ
る
メ
ン
バ
ー
や
患
者
擁
護
団
体
に
発
言
の
機

(88) 

会
は
与
え
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
そ
の
活
動
方
針
は
、
移
植
実
施
病
院
の
利
益
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
、
と
述
べ
た
。

下
院
に
お
け
る
法
案
審
議
で
は
、
対
立
点
の
調
整
を
進
め
る
機
運
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
審
議
日
程
の
駆
け
引

き
の
み
が
目
立
つ
結
果
と
な
っ
た
。
規
制
実
施
の
た
め
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
期
間
は
九
九
年
十
月
で
終
了
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ

で
議
会
共
和
党
指
導
部
は
、
シ
ャ
レ
イ
ラ
長
官
と
非
公
式
に
協
議
を
行
い
、
「
労
働
、
健
康
、
人
的
サ
ー
ビ
ス
及
び
教
育
に
関
す
る
二

0

0
0
会
計
年
度
歳
出
法
案
」
の
中
に
、
同
省
が
六
週
間
の
最
終
評
価
を
行
っ
た
後
に
、
九
九
年
十
一
月
に
規
制
の
手
続
を
再
開
す
る
と
い

(89) 

う
規
定
を
盛
り
込
む
こ
と
で
、
双
方
は
合
意
し
た
。
厚
生
省
が
三
度
目
の
規
制
実
施
延
期
を
受
け
入
れ
た
の
は
、
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
規



―二

0
人
の
議
員
が
法
案
に
反
対
し
た
も
の
の
、
八
七
人
の
議
員
が
法
案
に
賛
成
し
た
。
民
主
党
が
分
裂
す
る
傾

一
部
の
民
主
党
議
員
が
共
和
党
と
同
調
す
る
投
票
行
動
を
行
っ
た
こ
と
が
、
下
院
で
の
法
案
通
過
を
許
す
大
き
な
要
因
と

な
っ
た
と
い
え
る
。
で
は
、
な
ぜ
、
民
主
党
内
部
で
分
裂
が
生
じ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
分
析
す
る
こ
と
に
す
る
。

ク
リ
ン
ト
ン
政
権
に
よ
る
移
植
医
療
制
度
改
革
は
、
こ
れ
ま
で
移
植
医
療
の
専
門
家
た
ち
が
イ
ニ
シ
ア
チ
プ
を
発
揮
し
て
き
た
領
域
に

連
邦
政
府
が
強
く
介
入
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
規
制
阻
止
法
案
は
こ
れ
を
阻
止
す
る
と
い
う
保
守
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

保
守
ー
—
ー
リ
ベ
ラ
ル
と
い
う
政
策
選
好
の
違
い
が
、
議
員
の
投
票
行
動
に
対
し
て
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、

A
m
e
r
i
c
a
n
s
for Democratic Action
が
毎
年
公
表
す
る
A
D
A
ス
コ
ア
を
利
用
し
て
、
法
案
に
対
す
る
態

度
（
賛
成
、
反
対
）
別
に
政
策
選
好
の
比
較
を
す
る
。
な
お
、
こ
の
ス
コ
ア
は
一

0
0
ポ
イ
ン
ト
を
最
高
値
と
し
て
、
リ
ベ
ラ
ル
な
議
員

向
に
あ
り
、

し
て
、
民
主
党
で
は
、

た
。
党
派
別
に
み
れ
ば
共
和
党
議
員
の
う
ち
、

第
五
二
巻
三
号

制
の
延
期
に
終
止
符
を
打
っ
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
週
間
後
に
は
、
ロ
ッ
ト
院
内
総
務
及
び
ニ
ク
ル
ズ
院
内
幹
事
は
、
そ
の

「
約
束
」
を
反
故
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
大
統
領
が
拒
否
し
難
い
「
障
害
者
と
租
税
に
関
す
る
法
案
」
に
、
九

0
日
間
の
規
制
実
施
の
延

(90) 

期
を
命
じ
る
規
定
を
盛
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
法
案
も
、
ほ
ぼ
全
会
一
致
で
両
院
を
通
過
し
た
も
の
の
、
連
邦
議
会
は
、
後
者

の
法
案
を
す
ぐ
に
は
大
統
領
に
送
付
せ
ず
、
前
者
の
歳
出
法
案
の
署
名
後
に
障
害
者
関
連
法
案
を
送
付
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
、
後

者
の
規
定
を
効
力
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
っ
た
。

法
案
の
採
決

下
院
で
は
、
二

0
0
0年
四
月
四
日
に
規
制
阻
止
法
案
の
採
決
が
行
わ
れ
、
二
四
五
対
一
四
七
の
賛
成
多
数
で
こ
の
法
案
は
可
決
さ
れ

関
法

一
八
七
人
が
規
制
阻
止
法
案
に
賛
成
し
、
反
対
し
た
の
は
二
六
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対

六
四
（
五
六
六
）



「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
移
植
医
療
制
度
改
革
と
連
邦
議
会
」

移
植
医
療
制
度
改
革
が
必
要
と
さ
れ
た
の
は
、
移
植
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
能
力
の
地
理
的
な
不
均
衡
を
是
正
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

そ
の
際
の
指
標
と
さ
れ
た
の
は
、
臓
器
斡
旋
機
関
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
別
に
異
な
る
平
均
待
機
時
間
の
格
差
で
あ
り
、
移
植
を
待
ち
な
が

ら
死
亡
す
る
患
者
の
数
で
あ
っ
た
。
平
均
待
機
時
間
が
長
い
地
域
で
は
、
こ
の
改
革
に
よ
っ
て
待
機
時
間
が
減
少
す
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
の
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
平
均
待
機
時
間
が
短
い
地
域
で
は
、
待
機
時
間
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
た
だ
州
ご
と
の
平
均
待

機
時
間
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

の
割
合
を
計
算
し
た
。
法
案
に
賛
成
し
た
民
主
党
議
員
の
州
で
は
、
死
亡
率
が

0
・
0
0
七
九
で
あ
り
、
法
案
に
反
対
し
た
議
員
の
州
で

は、

O
・
O
六
四
で
あ
っ
た
。

T
検
定
を
行
っ
た
結
果
、
そ
の
差
に
有
意
性
が
確
認
さ
れ
た

(t11
.
4
7
8
,
 

p
 ̂
.
0
 
0
4
)

。
し
た
が
っ
て
、

臓
器
の
需
給
関
係
が
悪
化
し
て
い
る
地
域
で
、
法
案
に
反
対
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
と
い
え
る
。

た
だ
こ
う
し
た
客
観
的
な
医
学
的
デ
ー
タ
と
と
も
に
地
域
的
レ
ベ
ル
の
世
論
の
動
向
も
議
員
た
ち
の
投
票
行
動
に
影
響
を
与
え
た
と
考

え
ら
れ
る
。
す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
南
部
州
を
中
心
と
し
て
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
に
よ
る
改
革
に
反
対
す
る
法
案
が
成
立
し
、
厚
生
省

長
官
を
提
訴
す
る
と
い
っ
た
動
き
が
み
ら
れ
、
ま
た
比
較
的
規
模
の
大
き
い
移
植
実
施
病
院
を
中
心
と
し
て
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
改
革

を
支
持
す
る
運
動
が
見
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
何
ら
か
の
法
的
措
置
を
講
じ
た
州
に
選
挙
区
を
も
つ
議
員
に
は
「
1
」
を
、
そ
れ
以
外
の
議

保
守
的
な
傾
向
を
も
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

六
五
（
五
六
七
）

一
九
九
九
年
に
待
機
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
た
ま
ま
死
亡
し
た
患
者

ほ
ど
数
値
が
高
く
な
る
よ
う
に
計
算
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
法
案
に
賛
成
し
た
議
員
の

A
D
A
ス
コ
ア
は
、
六
九
・
八
で
あ
り
、
法
案
に

反
対
し
た
議
員
の
そ
れ
は
、
八
一
・
五
で
あ
っ
た
。
平
均
値
の
差
の
有
意
性
を
検
証
す
る
た
め
に
、

T
検
定
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
帰
無

仮
説
は
棄
却
さ
れ
た

(t11
1
1
.
9
9
,
 
p
 A
.
o
l
)
。
し
た
が
っ
て
リ
ベ
ラ
ル
な
議
員
ほ
ど
、
確
か
に
法
案
に
反
対
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
い

え
る
が
、
民
王
党
全
体
の

A
D
A
ス
コ
ア
の
平
均
点
が
七
六
・
三
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
法
案
に
支
持
し
た
議
員
た
ち
が
、
極
端
に



第
五
二
巻
三
号

員
に
は
「
0
」
を
与
え
、
ま
た
あ
る
病
院
が
規
制
を
支
持
す
る
運
動
に
参
加
し
た
場
合
、
そ
の
病
院
が
あ
る
州
に
選
挙
区
を
も
つ
議
員
に

は
「
1
」
を
、
そ
れ
以
外
の
議
員
に
は
「
0
」
を
与
え
る
こ
と
で
、
議
員
の
投
票
行
動
と
の
ク
ロ
ス
表
を
作
成
し
た
（
表
4
・
表
5
)
。

カ
イ
ニ
乗
検
定
を
行
っ
た
結
果
、
後
者
は
有
意
水
準
表
O
・
0
五
未
満
で
は
帰
無
仮
説
は
棄
却
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
前
者
に
つ
い
て

は
、
有
意
水
準
O
・
O
五
未
満
で
帰
無
仮
説
は
棄
却
さ
れ
、
関
連
性
が
確
認
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
州
政
府
が
何
ら
か
の
法
的
対
抗
措
置
を

講
じ
た
州
で
は
、
九
割
近
く
の
民
主
党
議
貝
が
共
和
党
議
員
に
同
調
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
な
お
、
こ
う
し
た
州
に
選
挙

区
を
持
つ
議
員
と
、
そ
の
他
の
州
の
民
主
党
議
員
の
A
D
A
ス
コ
ア
の
平
均
点
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
政
策
選
好
に
有
意
な
差
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
。
州
政
府
の
動
向
が
、
彼
ら
の
投
票
行
動
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
各
要
因
が
民
主
党
議
員
の
投
票
行
動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を
よ
り
詳
し
く
見
る
た
め
に
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク

回
帰
分
析
を
使
用
し
て
分
析
を
進
め
る
。
民
主
党
議
員
の
投
票
行
動
を
従
属
変
数
と
し
て
、
法
案
に
対
す
る
賛
成
を
「
1
」
、
反
対
を

「
O
」
と
し
た
。
こ
れ
ま
で
分
析
し
た
変
数
に
加
え
て
、

種
（
白
人
1
1

「
1
」
、
そ
の
他
1
1

「
O
」
)
、
学
歴
（
短
大
卒
業
以
上
1
1

「
1
」
、
そ
の
他
1
1

「
O
」
)
、
当
選
回
数
を
加
え
て
分
析
を
行
っ
た

（表
6
)
。

そ
の
結
果
、
民
王
党
議
員
の
投
票
行
動
を
よ
く
説
明
し
て
い
る
の
は
「
州
政
府
の
対
抗
措
置
」
と
「
医
療
機
関
の
対
抗
措
置
」
で
あ
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
反
対
の
効
果
を
持
っ
て
い
る
も
の
の
、
ど
ち
ら
の
変
数
も
地
域
的
要
因
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、
医
療
に
対
す
る
政
府
の
介
入
を
制
限
す
る
と
い
う
保
守
的
な
傾
向
の
強
い
法
案
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
主
党
議
員
の
政
策

選
好
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
説
明
力
は
有
し
て
は
い
な
い
と
い
え
る
。
こ
れ
は
リ
ベ
ラ
ル
な
議
員
で
あ
っ
て
も
法
案
に
賛
成
す
る
傾
向
が
見

ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
民
主
党
議
員
は
、
選
挙
区
が
あ
る
州
内
の
移
植
実
施
病
院
の
患
者
に
、
よ
り
多
く
の
臓
器
を
配

関
法

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
変
数
と
し
て
、
性
別
（
男
性
II
「
1
」
、
女
性
1
1

「
O
」
)
、
人

六
六

（
五
六
八
）



表4 州政府の動向と投票行動の関連

「アメリカにおける移植医療制度改革と連邦議会」

投票行動
対抗措置 計

反対 賛成

なし 117 55 172 
州政府の動向

あり 4 33 37 

計 121 88 209 

X 2=40.887 

表5 医療機関の動向と投票行動の関連

投票行動
対抗措置 計

反対 賛成

なし 83 70 153 
医療機関の動向

あり 38 18 56 

計 121 88 209 

X 2=3.115 

p<.OO 

六
七
（
五
六
九
）

内
総
務
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
院
で
は

れ
た
後
も
、
規
制
阻
止
法
案
の
成
立
に
積
極
的
な
ロ
ッ
ト
院

し
て
き
た
。
下
院
で
は
規
制
阻
止
法
案
が
本
会
議
へ
送
付
さ

い
え
よ
う
。

p<.78 

か
ら
、
移
植
医
療
関
連
法
案
の
審
議
に
は
慎
重
な
姿
勢
を
示

ま
た
上
院
は
、
共
和
党
が
多
数
党
の
地
位
を
獲
得
す
る
以
前

案
の
投
票
結
果
を
見
る
限
り
、
微
妙
な
状
況
と
な
っ
て
い
た
。

付
さ
れ
た
場
合
、
規
制
阻
止
法
案
の
成
立
は
、
下
院
通
過
法

り
当
該
拒
否
権
を
覆
す
こ
と
が
で
き
る
。
ク
リ
ン
ト
ン
大
統

(91) 

領
は
こ
の
法
案
を
拒
否
す
る
意
向
で
あ
っ
た
の
で
、
再
議
に

が
、
そ
の
一
方
で
、
議
会
は
三
分
の
二
の
特
別
多
数
決
に
よ

対
し
て
大
統
領
が
拒
否
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る

さ
て
、
合
衆
国
憲
法
は
、
連
邦
議
会
が
議
決
し
た
法
案
に

置
す
る
た
め
に
法
案
の
支
持
に
回
っ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
分
析
結
果
は
、
共
和
党
議
員
が
法
案
に
賛
成
し
や
す
か
っ
た

理
由
と
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
法
案
自
体
は
保
守
的
傾
向
が
強
く
、
し
か
も
共
和
党
指
導
部
が
重
視
す
る
法
案
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、

共
和
党
議
員
（
及
び
議
会
指
導
部
）
が
多
く
選
出
さ
れ
る
南
部
州
は
U
N
O
S
の
地
盤
で
あ
り
、
多
く
の
州
政
府
が
法
案
に
反
対
す
る
意

思
表
示
を
行
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
地
域
的
要
因
と
共
和
党
の
「
地
盤
」
が
重
な
っ
た
こ
と
は
、
共
和
党
内
部
で
の
分
裂
を
抑
制
し
た
と



表 6 民主党議員の投票行動に関するロジスティック回帰分析

独立変数 B係数 標準誤差 Wald P値

州政府の対抗措置 3.493 .681 26.313 *** 

医療機関の対抗措懺 -1.928 .541 12. 711 *** 

当選回数 -.067 .057 1.409 

年齢 -.019 .026 .511 

性別 .506 .523 .935 

学歴 6.038 15.064 .161 

人種 -.516 .458 1.267 

政策選好(ADAスコア） -.043 .Oll 15.532 ＊＊＊ 

（定数） -1.859 15.159 .015 

関
法

第
五
二
巻
三
号

R2= .436 

***: p<.000 

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
医
療
従
事
者
と
患
者
た
ち
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
政
策
委
員

懸
念
を
示
し
て
い
た
し
、
ま
た
移
植
医
で
、
こ
の
問
題
を
指
導
す
る
立
場
に
あ
る
と

目
さ
れ
て
い
た
フ
リ
ス
ト
上
院
議
員
も
、
現
行
の
政
府
の
介
入
の
あ
り
方
に
も
、
ま

た
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
改
革
案
に
も
疑
問
を
抱
い
て
は
い
た
が
、
同
時
に
下
院
通
過

的
議
会
運
営
は
伝
統
的
に
好
ま
れ
ず
、
議
院
規
則
上
少
数
派
に
よ
る
議
事
遅
延
や
妨

害
も
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
共
和
党
指
導
部
の
影
響
力
も
下
院
と
比
べ
る
と
限
定

下
院
通
過
法
案
は
上
院
に
送
付
さ
れ
た
も
の
の
、
四
月
五
日
に
フ
リ
ス
ト
議
員
が

(92) 

提
出
し
た
別
の
法
案
が
、
上
院
保
健
、
教
育
、
労
働
お
よ
び
年
金
委
員
会
で
審
議
さ

邦
政
府
か
医
療
機
関
か
、
と
い
っ
た
二
者
択
一
的
な
も
の
で
は
な
く
、
連
邦
政
府
、

医
療
従
事
者
そ
し
て
臓
器
提
供
者
の
家
族
や
元
患
者
の
三
者
間
の
役
割
分
業
を
推
進

会
」
が
臓
器
配
分
方
針
を
決
定
し
、

O
P
T
N
は
そ
れ
を
実
施
し
、
厚
生
省
は
、
調

れ、

一
部
修
正
さ
れ
た
の
ち
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
修
正
法
案
は
、
連

的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

法
案
に
対
し
て
も
慎
重
で
あ
っ
た
。

一
般
に
、
下
院
と
異
な
り
、
上
院
で
は
、
党
派

主
党
、

療
政
策
に
影
響
力
を
持
つ
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ケ
ネ
デ
ィ

（
五
七
0
)

こ
の
問
題
を
審
議
す
る
た
め
の
い
か
な
る
法
案
も
提
出
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
医

(
E
d
w
a
r
d
 K
e
n
n
e
d
y
)
 

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
）
は
、
共
和
党
が
目
指
す
移
植
医
療
制
度
改
革
に
は （民

六
八



「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
移
植
医
療
制
度
改
革
と
連
邦
議
会
」

査
監
督
権
を
も
つ
こ
と
が
、
法
案
の
主
た
る
内
容
で
あ
っ
た
。
政
策
委
員
会
と
厚
生
省
が
対
立
し
た
場
合
、
政
策
委
員
会
、
厚
生
省
、
そ

し
て
医
学
研
究
所
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
委
員
会
が
、
問
題
解
決
に
あ
た
り
、
委
員
の
任
命
に
当
た
っ
て
は
、

厚
生
省
の
発
言
権
を
も
つ
と
さ
れ
た
。
確
か
に
医
師
で
あ
る
フ
リ
ス
ト
議
員
は
、
政
府
の
介
入
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
ケ

ネ
デ
ィ
が
、
厚
生
省
に
十
分
な
監
督
権
限
を
与
え
て
い
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、

六
九

フ
リ
ス
ト
議
員
の
提
出
し
た
法
案
に
難
色
を
示
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
フ
リ
ス
ト
と
ケ
ネ
デ
ィ
両
議
員
の
協
議
に
よ
っ
て
妥
協
が
う
ま
れ
、
最
終
的
に
は
シ
ャ
レ
イ
ラ
厚
生
省
長
官
も
こ
の
法

(93) 

案
に
同
意
し
た
。

こ
の
よ
う
に
上
院
で
は
委
員
会
レ
ベ
ル
で
、
臓
器
配
分
問
題
に
対
す
る
調
整
が
進
ん
で
は
い
た
が
、
そ
の
一
方
で
、

ロ
ー
カ
ル
・

フ
ァ
ー
ス
ト
制
を
支
持
す
る
州
法
を
違
法
と
す
る
法
案
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
理
解
し
う
る
よ
う
に
、
対
立
の
火
種
は
残
さ
れ
て
い

(94) こ
。
そ
れ
以
上
に
、
フ
リ
ス
ト
法
案
は
下
院
通
過
法
案
と
の
大
き
な
溝
を
埋
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
本
会
議
に
送
付
さ
れ
た
も
の
の
、

採
決
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
結
果
、
共
和
党
多
数
派
議
会
か
ら
の
批
判
に
耐
え
た
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
移
植
医
療
制
度
改
革
案
が
消

本
稿
に
お
け
る
課
題
は
、
移
植
医
療
制
度
改
革
を
め
ぐ
る
大
統
領
と
議
会
の
競
争
関
係
を
分
析
し
、
そ
の
主
導
権
が
議
会
か
ら
大
統
領

へ
と
移
行
し
た
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
全
米
か
ら
幅
広
い
支
持
を
受
け
て
選
出
さ
れ
る
大
統
領
は
、
臓
器
配
分
を
標
準

化
し
、
地
域
格
差
の
是
正
を
図
る
誘
因
を
持
つ
か
も
し
れ
な
い
が
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
支
え
た
の
は
、
厚
生
省

の
行
政
能
力
の
向
上
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
移
植
医
療
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
は
、
政
府
外
の
移
植
医
療
従
事
者
た
ち
に
独
占
さ
れ
て

む
す
び
に
か
え
て

極
的
に
選
択
さ
れ
、
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
五
七
一
）



認
め
た
が
、
そ
の
手
段
や
範
囲
に
つ
い
て
は
曖
昧
に
さ
れ
た
。

第
五
二
巻
三
号

受
け
る
前
に
、
厚
生
省
が
行
政
規
則
の
策
定
を
開
始
し
た
こ
と
は
、
そ
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。

（
五
七
二
）

き
た
が
、
八

0
年
代
後
半
に
省
内
に
移
植
医
療
を
専
門
に
扱
う
部
署
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
、
政
府
内
部
に
彼
ら
と
は
異
な
る
政
策
選
好

を
も
つ
専
門
家
の
育
成
を
促
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
が
九
六
年
の
選
挙
期
間
中
に
支
持
者
か
ら
制
度
改
革
の
要
望
を

た
だ
既
存
の
臓
器
配
分
方
法
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
や
厚
生
省
を
、
議
会
が
十
分
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
要
因
は
、
移
植
医
療
制
度
そ
れ
自
体
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
全
米
臓
器
移
植
法
は
移
植
医
療
制
度
の
枠
組
み
を
示
す
の

み
で
あ
り
、
そ
の
中
身
に
つ
い
て
は
、

O
P
T
N
•
U
N
O
S

に
代
表
さ
れ
る
移
植
医
療
界
の
裁
量
に
委
ね
て
い
た
。
八
四
年
移
植
法
制

定
当
時
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
連
邦
政
府
が
こ
れ
に
介
入
す
る
こ
と
に
強
く
反
対
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
議
会
は
厚
生
省
の
監
督
権
限
は

一
般
に
議
会
が
行
政
機
関
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、

(95) 

規
制
の
範
囲
や
規
制
を
実
施
す
る
た
め
の
行
政
手
続
を
法
律
に
明
記
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
本
法
に
は
そ
う
し
た
記
述
が
曖
昧
で

あ
っ
た
か
、
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
厚
生
省
は
潜
在
的
に
は
広
範
な
執
行
権
限
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、

議
会
に
は
予
算
の
削
減
や
法
律
の
改
正
と
い
っ
た
高
コ
ス
ト
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手
段
が
残
さ
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
実
際
、
議

会
は
、
厚
生
省
の
担
当
部
局
の
予
算
削
減
に
よ
っ
て
制
裁
を
検
討
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
や
は
り
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
今
回
分
析
し

た
法
案
で
あ
っ
た
。
ク
リ
ン
ト
ン
の
改
革
案
を
頓
挫
さ
せ
、
ロ
ー
カ
ル
・
フ
ァ
ー
ス
ト
制
を
維
持
す
る
た
め
に
、
議
会
共
和
党
指
導
部
は
、

厚
生
省
の
監
督
権
限
を
大
幅
に
削
減
す
る
法
案
を
審
議
し
、
所
与
の
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
議
会
内
部
で
意
見
集
約
が
促
進
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
下
院
議
員
の
投
票
行
動
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
統
計
的
な
分
析
か
ら
、
彼
ら
の
政
策
選
好
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
あ
と
で
も
、
選
挙
区
に
対
し
て
よ
り
多
く
の
臓
器
配
分
を
目
指
そ

う
と
す
る
、
議
員
た
ち
の
利
益
誘
導
型
の
行
動
が
顕
著
と
な
る
傾
向
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
臓
器
配
分
問
題
の
複
雑
性
と
比
べ
れ
ば
、

関
法

七
〇



2 1 

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
移
植
医
療
制
度
改
革
と
連
邦
議
会
」

左
右
さ
れ
る
、
と
思
わ
れ
る
。

七

そ
も
そ
も
調
整
し
が
た
い
争
点
が
議
会
内
で
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
地
域
利
益
に
基
づ
く
移
植
臓
器
の
取
り
合

い
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
議
会
共
和
党
指
導
部
に
よ
る
強
引
な
議
会
運
営
も
調
整
よ
り
も
対
立
を
助
長
し
た
が
、
こ
こ
で
は
移
植
医
療
の

専
門
性
が
生
み
出
し
た
立
法
過
程
の
特
徴
に
、
法
案
不
成
立
の
も
う
―
つ
の
要
因
と
し
た
い
。

移
植
医
療
は
潜
在
的
に
は
社
会
構
成
員
全
体
の
利
益
に
関
係
し
て
お
り
、
世
論
の
関
心
を
喚
起
し
や
す
い
側
面
は
あ
る
が
、
政
策
形
成

に
必
要
な
専
門
知
識
を
持
つ
者
は
、
政
策
選
好
の
異
な
る
、
官
僚
組
織
と
移
植
医
療
界
に
所
属
す
る
者
た
ち
に
限
定
さ
れ
る
。
移
植
を
必

要
と
す
る
患
者
た
ち
も
直
接
的
な
利
害
関
係
者
で
は
あ
る
が
、
あ
る
意
味
で
は
社
会
的
弱
者
で
あ
り
、
彼
ら
の
利
益
を
集
約
し
、
媒
介
す

る
集
団
は
未
発
達
で
あ
っ
た
。
ま
た
既
存
の
患
者
団
体
や
ア
メ
リ
カ
医
師
会
と
い
っ
た
職
業
団
体
に
つ
い
て
も
、

的
な
利
益
に
は
な
ら
な
い
た
め
、
立
法
過
程
に
参
加
す
る
誘
因
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
く
、
専
門
知
識
で
優
位
に
立
て
る
と
は
限
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
立
法
過
程
は
閉
鎖
的
に
な
り
、
移
植
医
療
界
内
部
で
調
整
で
き
な
か
っ
た
対
立
点
の
み
が
政
治
的
課
題
と
な
っ
て
、
議
会
へ

と
表
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
社
会
に
お
け
る
専
門
知
識
の
分
布
状
況
と
自
由
主
義
的
な
移
植
医
療
制
が
、

(96) 

争
点
を
先
鋭
化
し
、
立
法
過
程
に
お
け
る
議
員
行
動
の
範
囲
を
制
約
し
た
と
い
え
よ
う
。

本
稿
に
お
け
る
分
析
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
移
植
医
療
の
問
題
は
、
医
学
的
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
政
治
的
問
題
と
し
て
認
知
さ
れ

る
傾
向
に
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
今
回
の
制
度
改
革
の
政
策
決
定
手
続
を
み
る
限
り
、
改
革
推
進
者
た
ち
に
よ
る
政
治
的
支
持
の
確
保
は

十
分
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
移
植
医
療
制
度
は
、
今
後
と
も
政
治
的
支
持
の
変
化
に
よ
っ
て
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